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一 挨 拶

千葉市長 鶴 岡 啓 一・

この度、 協同組合千葉電設協会には、 会 報
「千葉電設協会だより」 第２１号が発 刊さ

れ ま し た こ と、 心か ら
お 喜 び 申 しあ げ ます。

皆様方には、 日頃より、 好地理事長さんを先頭に一致協力され、 業界の発展に 努め

られ て お り ま す と と も に、
市 民 生活 の 向 上 並 び に市 政発 展 のた め、 多 大 な る

ご理 解 ・

ご協 力を賜っておりますこと、 心から敬意と感謝の意を 表する次第であります。

さ て、 本 市 は、 人 口９３万 人 を 擁す る 政 令 指 定 都 市 と し て、 着実 な 発 展 を 続 けて お り

ま す が、 現 在、 国 にお ける 様 々 な 分 野 で の 構 造 改 革 が進 む 中で、 地 方 自 治 体 にお い
て

は、 三位一体の改革を推進さ れ、 地方分権時代の本格的 な到来に向け、 都市間競 争が

一 層 激 しさ を 増 し てお り、 こ れま で 以 上 に 自 主 性 ・自 立 性 を高 め た、 個 性 的 で 魅 力 あ

る都 市づくりが求められてお ります。

そ こで、 私 は、 市 民 の 皆様 が 住 みや すく、 働 き や
すく
、
いき い き と 暮 ら せ る 千 葉 市

づく りを推進するため、 子育て支援策や 「花の都・ち ば」 の都市イメー ジの確立をは

じ め、 防 災・ 防 犯
体 制 の 強 化、 まち のバ リ ア フ リ ー 化、 プロス ポー ツ を活 か した ま

ち

の 活 性 化 な どに 努 めて お り ま す。

特 に、 本 年度 は、
「夢 と誇 り の 持て る 安全・安心 の ま ち づく り」 を 計 画目 標 に 掲 げ

ま し た、
「第 ２ 次５ か 年 計画」 の 初 年 度 と して、 そ の着

実 な 推 進 に 努 め、
「千葉 市 ら し

さ の 確立」 「超高 齢 社 会 へ 向 け て の 対 応」 「協 働 の まち づ く り」 な ど、
「１２の まち づく り
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の大切な視 点」 を踏まえた、 時代の潮流に適確に対応するきめ細かい施策を展開して

お り ます。

なかでも、 公共建築の整備につきま しては、 時代の変化と多様化する市民ニーズに

的確に対応 し、 調和のとれた施設整備を効果的・効率的に行う とともに、 ユニバーサ

ルデザイ ンの理念に基づく 施設 づくりやバリアフリー化の促 進など、 高齢者や障害者

を含めた、 全ての方々 の利用 に配慮 した公共建築の整備を進め ている ところでありま

す
。

こ のよ う な 中、 皆 様 方 に は、 日 頃よ り、 建 築 電 気 設 備 の高 度 化等 に、 迅 速 か つ 的 確

に 対応 す べ く、 時 代 に 即 し た 技 術 の研 鑛・ 施 工 能 力 の 向 上 に 努 め ら れる な ど、 様 々 な

課題に積極的に取り組まれ、 本市建築行政の推進に ご尽力をいただいておりますこと、

誠に心強く存 じている次第であります。

皆様方の業界を取り巻く 環境も、 依 然と して厳しい経済状況 の中で、 大変な
ご苦労

があ ろ う か と 存 じ ま す が、 どう か、 皆 様 方 に は、 さ ら に 一致 協 力さ れ、 業 界 の 発 展 に

努 め られ ま す とと も に、 市 政 に対 しま して、 一 層 の
ご 支 援・ ご 協 力を 賜 り ま す よ う、

心か らお願 い申 しあげる 次第であります。

おわりに、 協同組合千葉電設協会の今後ますますの ご発展と会員皆様方の ご健勝・

ご 活 躍を お 祈り い た し ま し て、
ご挨 拶 と いた し ま す。
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「こころ に響 いた３冊の本」

千葉市都市局建築部 部長 波 多 野 久 徳

本 を 読 み出 し た の は、 今思 う と中 学 に 入っ て か ら だ と思 う。

読 ん だき っ か け は、
覚 えて い な いが 夏 目 漱 石 の 「こ ころ」 に衝 撃 を 受 け た。

主人公の学生の 「私」 が初老 の 「先生」 と知り合い手紙 をもらう。

その手紙には、 先生が親友を 裏切って、 親友が好 きだった下宿の娘を妻として婆っ

た こ と、 そ れ を 知 っ た親 友 が自 殺 した こ と、 こ の 手紙 が届 く 頃 に は、 先 生 は、 自 ら命

を 絶 っ て い る と い う こ と が書 い て あ る。

読 ん で 暗く 重 い 気 持ち にな っ た。

その後しばらく して、 伊藤左千夫の 「野菊の墓」 を読ん だ。

「民 さ ん は、 本当 に 野 菊 の よ う だ。」 とい う 有 名 な く だ り が 出 てく る 政 夫 と民 子 の 悲

恋 の 物 語 だ。

あ る時、 結婚式を１週間後に控えた姉が何かおもしろい本はない？ と聞くので 「野

菊の 墓」 を勧めた。 すると３０分 位して隣の部屋から号泣する声が聞こえてきた。

「ここ ろ」 と 「野 菊 の 墓」 で 気持 ち は、 暗く 落ち 込 み 勉 強 が手 に付 か な か っ た。

気 持ち が晴れる本を探して いて、 石原慎太郎の 「青年の樹」 と出会った。

こ の 本で
、
青 春 の す ば ら しさ、 若

さ の す ば ら し さ を 知 り、 救 わ れ た 気 が し た。

夏 目漱石の 「こころ」 で人生 とは？伊藤左千夫の 「野 菊の墓」 で愛とは？石原慎 太

郎の 「青年の樹」 で青春とは？ を考えさせられた。

こ の ３ 冊 が 多感 な 年 頃 の私 の ここ ろ に 響 い た 本、 いわ ゆる
「座 右 の 本」 と 言え る か
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も しれ な い。

社 会 人 に な っ てか らは、 もう 重い 本は や め に
し
、
一 転 し て Ｓ Ｆ 小 説 （空 想科 学 小 説）

を 読 ん だ。

かの三島由紀夫が文学 とはＳＦである。 なぜな ら全て空想だからだ。 というのに気

をよ く し た か ら。

図書 館 に も通 い 詰 め、 多 い 時は 外 国 の も の を
含 め、 年間

１００冊 を 読 ん だ。

一 時、
「三 村」 が 流 行っ た こと があ る。 森 村 誠 一、 西 村 寿 行、 半 村 良 で あ る が

「２． ５ 村」
だ と い う 人 も い る。

ＳＦ小説の最高傑作は小松左京の 「果て しなき流れの果てに」 である。

薄い文庫本であるが、 主人公の野々宮が大学の研究室に砂時 計を持ち込む。

こ の 時 計 は、 いく ら砂 が 流 れ
て も 上 の 砂 は 減 ら ず、 下

の砂 は 増え な い。

これ は、 ６ 千 万 年 前 の地 層 か ら発 掘
し た と い う と こ ろか ら始 ま る。

これだけでその後の展開に興味津々である。

１ ペ ー ジ 変 わ る と 時 代 が 数万 年 変 わ り、 Ｓ Ｆ 小 説 のエ キ ス が 凝 縮 さ れ て い る と 思う。

そ の 後、 廃 版 と な り、 ある 時、 古 本 屋 で 見か け 即 買っ て、 同 僚 に読 む の を 勧 め て、

貸 した が そ れ っ き り 帰っ て こな い。

今、 栗 本 薫 の
グィ ー ン サー ガ に は ま っ て い る。

ち み も う り ょ う

主人 公 は、 頭 が 豹 で体 が 人 間、 魑 魅 魍魎 の 世 界
で あ る。

現 在、 第ｌｌＯ巻 目 で あ る が作 者 は全２００巻 を 目 指 し てお り 世界 最長、 ギ ネス も の に
な

る そ う で あ る。

私 は、 初 版 本 か ら 読 ん で 本 を 保 管 し
て い る の で、 そ う な っ た ら子 ど も、 孫 の 代 に

なっ て 価 値 がで てく る と 勝 手 に思 っ て い る 今 日 こ の 頃 で ある。
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２００６年秋分の日のイ ンタ ーネッ ト

千葉市下水道局建設部 下水道施設建設課 課長補佐 鈴 木 松 紀

今 年 の秋 分 の 日 は、 週 末 と 重な っ て 慌 し い １ 日 で あっ た。

土 曜 の午 前 中 と い え ば、 いつ も はＮ Ｈ Ｋ の 朝 ドラ の１ 週 間分 を Ｂ Ｓ で ゆっ く り観 て

い る 時 で あ る。 が、 彼 岸 の今 日 は 朝 か ら 西 千 葉 の 寺 に墓 参 り して、 そ の 後 ９ 時 過 ぎに

稲 毛 駅 に 娘 を 迎 えに 行 き、 稲 毛 海 岸 の マ リ ン ピ ア に買 い 物 に行 っ た。 娘 は 結 婚 して 市

川 に 住 ん で い る が、 ま もな く お 産 な の で、 そ の 準 備 のた め 妻 と買 い 物 を し にや っ て き

た。 買 い 物 の 荷 物 が 多 い とい う こ とで、 私 に 声 が 掛か り 付 き合 っ た。

目 的 の 育 児用 品売 り 場は ４ 階 に あ っ た。 と り あ えず 売 り 場の 隣 の フ ー ドコ ー トに ３

人で 陣取り 作戦会議を 開いた。 もっと も私は２人 の会議 に参加せず、 ３ 階の本屋で

買 っ て き たイ ンタ ー ネ ッ トの 雑 誌 を コ ーヒ ー を すす り な が らめ くっ て い た。 妻と 娘 は

メ モ を 開 き な が ら産 着 や オ ム ツ や 靴 下 だ のお 風 呂の 温 度 計、 ベ ビー ベ ッ ド、 フ トン、

ガ ラ ガ ラ だ とか 買 う 物 を チ ェ ッ ク し たり、 ホ ラお 腹 が 動 い て る、 動い て る、 ホ ン トホ

ン トな ど と は しゃ い だり し て 盛 り 上 がっ て い た。 ひ と し き り 騒 い だあ と 二 人 は 売 り 場

の 中 へ 入っ て い っ た。 ま だ１０時 を 少 し 回っ た とこ ろ な の で、 客 は まば ら で あ る。

イ ンタ ー ネッ トの 雑 誌 を 買っ て 読 むの は 実 に 数 年 ぶ り で あ る。 ワー ド もエ クセ ル も

やっ と こさ 使 っ て い る 私 だ が、 パ ソ コ ンに つ い て ひ と つ だ け 自 慢 があ る。 パ ソ コ ン の

保 有 歴 は２７、 ８ 年 に な る こ と で あ る。 もっ と も持 っ て い た だ け だ が。 こ の雑 誌、 売 れ

筋 の 便 利 サ イ ト が 沢 山 載 っ て い る。 幾 つ か 紹 介。 ま ず、 ニ ュ ー ス の サ イ ト で は
「ヤ

フ ーニ ュー ス」、 動 画 ニ ュ ー ス で は
「Ｎ ＨＫ」。 次 に シ ョ ッ ピ ン グ では 楽 天や セ ブ ンイ

レ ブ ン の 他に 全 国 の 名 産、 特 産 が 買 え る
「お と りよ せ どっ と こむ」。 生 活 情 報 で は

「お

そうじ大辞典」、 お馴染みのお天気情報では 「気象庁」「東京アメッシュ」（千葉市の防
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災気象情報はなかなか良 いのに載って ない）、 宅配料金計 算は 「送料の虎」、 ５０歳未満

お 断り の シ ニ ア 向 けサイ ト 「Ｓ Ｔ Ａ Ｇ Ｅ」。 今、 普及
著 し いコ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ンで は、

話題 のｍｉｘｉ （ミ ク シイ、 総称 で はＳ Ｎ Ｓ （ソ ー シャ ル ネ ッ トワ ー キ ン グ サー ビス とい

う ら し い）、 説 明文 を読 ん
だ が 意 味 がわ か ら な い。

ショ ッ ピ ン グカ ー トを 引 い て 妻 と娘 が戻 っ て き た。 一 休 み だ そ う だ。 ふ と 見 渡 す と

い つ の 間 に か 子 供連 れ で い っ ぱ い にな っ て い る。 よ く 見 る と、 白 髪 頭 の 年寄 り は私 だ

けで あ る。
１０分 ほ どで ２ 人 は ま た 売り 場 に 向か っ て い っ た。 セ キ ュリ テ ィ 関 連サ イ ト

で は、 防 犯 ビ デ オ が見 ら れる
「ポ リス チ ャ ンネ ル」 が 面 白 そ う。 辞 書・辞 典で は、

「イ

ンタ ー ネ ッ ト 図 鑑 「自 然 界」、 「ウ ィ キペ ディ ア」。 道 路 情 報 は 「首 都 高」 のホ ー ム ペ ー

ジで道 路の分 岐点を動画で 予習で きる。 地図情報 は航空写 真で見 られる 「グーグ ル

マ ッ プ」。 知 り た い 事 は何 で も分 か る み た い だ が、 調 べ た い 事 は こ ん な に は な さ そ う

で あ る。

通路の向 こうから呼ぶ声がした。 山盛りに積み込んだカー トを押えて妻と娘がこっ

ち に 来る よ う に合 図 を し て い る。 １２時 半を 過 ぎ て い る。 家 に 帰っ て 昼 め し と 考 え て い

た が、 娘が 近く のイ タ メ シ屋、
トス カ ー ナ （オス ス メ） で 食べ る と提 案 し た の で、 早

速移動してお昼の定食３種類をめいめ いが注文した。 買い物も済んでお腹も満たされ

て 幸 せ 気分 で 家に 戻 っ た。 パ ソコ ンの メ ー ル を チ ェ ッ ク し よう と スイ ッチ を 入 れた が、

そ の ま まウ トウ ト。 気 が 付
く と 二人 は 料 理教 室 中 で あ る。 メ ニ ュ ー は ブリ 大 根 ら しい。

パ ソ コ ンで ブリ 大 根 を 検 索 す る と、 作 り 方 は個 人 に よ っ て み ん な 違っ て いた。 今 日は

講 師 役 の妻 の 方法 で 作っ た。 こ の あ と、 娘 と荷 物 と 料 理 を 市川 ま で 送 り、 中 央 区に い

るオフクロ にも料理を届け、 その足で 青葉病院に入院 している親父へ交換用 の着 替え

を 持っ て い き、 再 び 家 に 戻 っ て き た と き は もう す っ か り 暗 く な っ て い た。 車 庫 にク ル

マ を 止 め て、 門 を 閉 め て い る と 昼 間 と は 違っ て ひ ん や り と し た 秋 風 が 吹 い て き た。

外灯に照 らさ れて小萩が揺れている。 その後ろから今年も我が家の金木犀が香り出し

て い た。

「金木犀」 を検索 する と 「モクセイ 科の常緑小 高木樹、 中国 南部原産、 日 本には雄

花 し か な い た め、 実 を 見 る 機 会 が な い」 と あっ た。
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海外スキー

千葉市都市局建築部 建築設備課 電気第一係長 古 谷 安 弘

私 は、 １０数 年 前 か ら海 外ス キ ー と い う も の に 取り 付か れ て し ま っ た 一 人 で す。

仕 事 の 合 間 を 見 つ け、 そ し て 周 囲 の 眼 を 気 に しな が ら、 ま た 上 司 の 理 解 も あ っ て

（？） 年に １回自分自身への褒美を兼 ねて行くのを楽 しみのひとつにしています。

こ れを 読 ん で い る 人 の 中 に は、 い い 歳 して わ ざ わ ざ 海 外ま で ス キ ー に 行く と は、 ア

ホ じゃ な い か、 何 が そ ん な に いい の か ？ 国 内 で 充 分 じ ゃな い か、 と思 わ れる か も し れ

ませんが、 単なる観光のパ ッケー ジツアーのよう に団体で添乗員の後をぞろ ぞろ と付

い てく の と は 違っ た 感 動 を 与 え てく れ る の で す。

日本のスキー場のように整備された所ばかりをすべるのではなく、 その何十倍もあ

るような通常オフピス テ （整備されてない本当の山の斜 面） と言われる所を気持ち良

く滑 れた時 （めった に上手く 滑れません が） の感動 と言った ら、 それ は もう 自然と

「ヤ ッ ホ ー」 と言 う 言 葉 が 出て しま う 程 で す
。

海 外ス キ ー は、 カ ナ ダ か ら 始 ま っ た の で す が、 こ こ１０年 は よ り ス ケ ー ル の 大 き い

ヨ ー ロ ッ パ ア ル プス の 魅 力に 完 全 に は まっ て し ま いま した。 もち ろ ん、 ス キー だ けで

はなく、 ヨーロッパの歴史や文化にも触れ、 仕 事柄少 しは建物も見たり して勉強もし

てるつも りですので （笑）。

何万年 もの年月 を経て出来た氷河、 その上を山岳ガイ ドの後 を必死に滑っていくと、

突 然 ク レ パス に遭 遇 した り して、 こ こ に 落ち た ら 俺 の人 生 も こ れ ま で だ な、 な 一 ん て

思 うよ う な 所 も観 ら れる の で す。
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そして中を恐る恐る 覗く と、 不気味な 青白い光がまぶ しく、 「すげ一」 と 言う 言葉

がぴったりの感動を与えられ、 改めて自然の力の凄 さを感 じさせ られます。

とに か く 圧 倒 的 なス ケ ー ル の大 き さ、 雄 大さ に は 驚か さ れ、 １ 日６０ｋ ｍ 位 滑 っ た こ

と もあ る ほ ど で す。 日 本 のス キ ー 場 と の 大 きさ を 比 較 して 分 か り 易 く 言 う の で あ れ ば、

ザウス （船橋にあった） と志賀高原く らいの大きさ の違いではないでしょうか。 ホテ

ルの裏山でオ リンピック のア ルペ ン競技が全 て出来て しま う ほどです。 日本 では、

コースがとれなく て大騒 ぎしたのを思い出すと笑って しまうのですが。

ま た、 日 本 の ス キ ー 場 の よ う に 滑 る と こ ろ が 規 制 さ れ て お ら ず、 基 本 的 に 何 処 を

滑っても良いのですが、 雪崩な どの恐れがある絶対 行ってはいけない所に大 統領クラ

ス の 人 が 行 っ た 場 合、 問 答 無用 で パス 券 の 没 収 もあ っ た そ う で す。

そ れ だ け ガイ ド達 の 権 限も 強く、 ３ ヶ 国 語 を話 せ、 医 学 ・ 山 の 知 識 そ して ス キ ー 技

術はワール ドカッ プの選手級でないと国家試験に通 らないと言われてるためす ごいス

テ ータ ス の 高 い職 業 で、 日 本 と は 随分 違う ん だ な あ、 と 思わ さ れ ます。

ヘ リ ス キ ー 有 り、 ま た 誰 も 滑 っ て な い オ フ ピ ス テ、 そ し て 氷 河、 も ち ろ ん 通 常 の

コ ース とこ れ がス キ ー な ん だ、 と言 う のを 教 え て く れ る の がヨ ー ロッ パ ア ル プス だ と

思 い ま した。

ヨ ー ロ ッ パ の 人 達 に は、 各 国で ス キ ー バ カ ン ス 休 暇 と いう の が ある そ う で、
老 若 男

女全ての人 が楽 しんでいるのです。 また、 スキーな どリゾー トに行けない人は仕事が

出来 な い 人 と も 見 ら れ、 肩 身 が狭 い 思 い を す る そ う で す。

ス キ ー に 限 ら ず バカ ンス へ行 ける 人 が有 能 で、 ス テ ータ ス に もな る の で す。

だからこぞって日光浴 をして肌を焼いてるそう です。 日本と は随分違うな？なんて

思 っ て し ま い ま した。 逆 に、 日 本 で は 廻 り を 気 に し て、 日に 焼 けな い よ う に しま す が。

だか ら 各 国 の 首 脳で もよ ほ どの こ と が な い 限 り休 暇 を とっ て バ カ ンス に 行く の だ な あ、

と 思 い ま す。

私 も、 こ れか ら何 年 行 ける か わか り ま せ ん が、 ア ル プス の 端 っ こ をち ょ こ ち ょ こ遊
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ばさせて 頂けるよう日々身体を鍛え、 もっ とより多くの感動を貰えるよう に頑張って

いき た い と思 っ て い ま す。

少 しの努力では、 感 動は少ないし、 達成するのに苦労が多ければ多いほ ど得られる

感 動 と い う の は 大 き い の で は、 と思 っ て お り ま す。

氷河も温暖化の影響で年々 短くなってるようなので、 仕事 柄省エネのことも考え、

二酸化炭素の減少に少しでも役立てるよう仕事に励んでいこう と思っている次第です。

これを 読んだ人の中にもスキーをやられる方もおられると 思いますが、 もし自分も

行 っ て み た い な、
と思 わ れる 方 が い た ら、 是非 一 緒 に行 き ま せ ん か ？

ヨ ー ロ ッ パ ア ル プス 最高 で す。
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「風の 吹く まま、 気の向く ままに」

千葉市都市局建築部 建築設備課 電気第一係 加 藤 光 輝

趣味は人それ ぞれで、 種類や内容によって多種多様で奥が深いものである。

私 も、 ス ポ ー ツで 体 を 動 か した り、 酒 の 席で 交 流 を 深 め た り、 バイ ク に 乗っ た り と

家 族 に 迷 惑を か け、 趣 味 に 打 ち 込 ん でい る。 今 回 は バ イ ク に つ いて お 話 した い と 思う。

私 が バイ ク に 出会 っ た の は、 幼 稚 園の こ ろ で、 友 達 の 親 が ナ ナハ ン に 乗っ て い た。

時 折、 後 ろ に 乗 せ て も らっ て い た が、 そ の 大 き な 車 体 の 威 圧 感、 大 きな 音、 強 烈 な 加

速 に た だ 「怖 い 大 き な 鉄 の 塊」 で しか な か っ た。 そ れ か ら、
し ば らく バイ ク と は 無 縁

で
、 高 校

生 の あ る 時、 コ ン ビ ニ で 一 冊 のバ イ ク 雑 誌 が 目 に 飛 び 込 んで き た。
「世 界 最 速

バイ ク」 の見 出 しに 思 わ ず 手 に 取っ た。 そ れ は、 ｌｌＯＯｃｃの 大 型 バイ ク で、 流 線 型 の カ

ウ ル を ま とい、 とて も 美 しく 見 え た。 そ の 日 か ら、 乗 れ る 日 を 夢 見 て、 バイ ト生 活 に

あ けく れた。 社 会 人 に
な り、 幕 張 の 試験 場 に通 う こ と

６ 回、 念 願 の 大 型 自 動
二 輪 の免

許 を 手 に 入れ、 夢 が 現 実 に な っ た。

私 に とっ て の バイ ク の 魅 力 は、 車 とは 違 い体 が む き 出 しに なっ て い る せい か、 感 性

が研ぎ澄まされ、 豊かになること。 普段何 気なく見ている風景の中 でも季節の移 り変

わ り や、 そ の 地 域 特 有 の 風 の に お い を感 じる こ と が で き る。 特 に 秋 口 の 山 は 登る につ

れ て、 風 の質 が 変 わ る。 生 暖 か い ま とわ り 着く 様 な 里 の 風 が、 か ら っ と し た 爽や か な

秋 風 に 変わ っ て いく。 な ん と も 贅 沢 な感 覚 であ る。 ま た、 夏 祭 り の 「ね ぶ た まつ り」

で有名な青森を 訪れたとき、 山車を専用の 小屋に収める作業を見た。 まつりでは 勇壮

な 山 車 が ひっ そ り と静 か に 小 屋 に 納 まっ た。 こ
れ が青 森 の秋 の 到 来 な の だ な と、

な ん
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と も感 慨 深 い もの が あっ た。

また、 私 の バイ ク ライ フ は い たっ て 自 由 で あ る。 目 的 を 決 めず、 た だ乗 り た い と き、

風 の吹 く ま ま、 気 の 向く ま ま に 走る と い う こ と だ。 今 の 日 常 生活 は 時間 や 仕 事 お わ れ、

何 か 忙 し な い。 こ の 時 はす べて の しが ら み か ら 解 き 放 た れ、 ま さ に自 由 で あ る。

昨年も４泊で東北に旅してきた。 当然ルー トや宿は当日の朝決 めるという気ままな

旅で あ る。 初 日 は 会 津 の蔵 元 で 酒を 仕 入 れ て、 宿で 一 杯。 ２ 日 目 は、 昨 日 一 緒 だっ た

同僚 と別 れ、 １ 人 旅。 阿武 隈川 沿 い の 道 を 北 上 する。 山間 に な る に つ れ て、 岩 肌 がむ

き出 しになり荒々 しさを増 してゆく。 仙台のユース ホステルで相 部屋になった バイク

乗りと情報交 換。 ３日目は秋田を目指 し、 秋保温泉か ら山形の立石寺につながる峠越

え の 林道 に 挑 戦。 と て も 荒 れ て いて 心 身 と もに 打 ち の め さ れる。 峠 の頂 上 に 着 い た と

きの達成感、 吹き抜ける秋風と見晴 らしのよさに爽快感でいっぱ いであった。 宿では

自転車で旅を している青年と相部屋に なり、 自転車の旅の面白さやつらさを肴にまた

東 北の 酒 を 飲 む。 ４ 日 目 は 田 沢湖 を 一 周。 水 面 に 対 面 の 木々 が写 る。 落 葉 樹 が 多 い の

た たず

で紅葉はさぞかし綺麗な のだろうなと思いながら湖 畔で停む。 土産物屋で、 店員のお

ばちゃんとたわいもない雑談をし、 乳頭温泉で疲れ を癒す。 宿は平泉にある 毛越寺に

した。 私は 歴史については無知である が、 何でも奥州藤原氏二代基衡 （もと ひら） が

造 営 した 由 緒 あ る 寺 で、 早 朝 座 禅を 体 験 した。 心 休 ま る 旅 で し た。

夏 が 終 わ り、
バイ ク 乗 り には た ま ら な い 季 節 に な っ た。 秋 の 美 しい 景 色 や、 実 り の

秋 の 恩 恵 を 受 け に、 風 の 吹く ま ま、 気 の 向 く ま ま に バイ ク 生 活 を 堪 能 し た い と 思う。
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「秋の日の散歩雑記」

千葉市建設局土木部 緑土木事務所 所長 岩 井 敏

今 日 は 日 曜 日 の 午 後、 天高 く 馬 肥 ゆ る秋、 空 は 青 い。

暑 さ 寒 さ も 彼 岸 ま で と はよ く 言っ た もの で、 朝 晩 は めっ きり と 涼 しく な っ て き た。

真夏には無風の照り返し が強い中、 中々クーラーの部屋から出 られなかった が、 秋日

和に誘わ れてようやく散歩に出る気 になったのである。

今は散歩 の事をウォーキングと言うのかどうか 判らないが、 取り立てて歩くのが嫌

い と いう わ けで もな い。 しか し最 近、 年 を 重 ねる と と もに 健 康 志 向 も 強く な り、 何 か

運 動 を と思 っ て も、 中 々 こ れ とい っ た も の がな い。 下 手の 横 好 き だ っ た ゴ ル フ は 五 十

肩 を理 由 に 止め て し ま っ た し、 走 る のは 苦 手 だ し、 読 書は 運 動 にな ら な い し、 家 庭 菜

園 の 草む し り も 運 動 と は 言 えな い の だろ う。 ゲ ー トボ ー ルに は 早い し・ ・ … と考

えると、 後は学生時代に楽しんだワ ンダーフォーゲルでの経験 を生か した歩くことに

運動の活路を見いだすしかなくなったのである。

歩く事を運動とする には、 早足歩行でうっすらと汗をかく程度で、 毎日１万歩以上

が望 ま し く、 こ れ を今 は、 ウ ォ ー キ ング と 言う ら し い。

では散歩とはどう違 うのか一寸調べてみた。 広 辞苑によると
“気晴らしや健康の為

に、 ぶ ら ぶ ら 歩く 事
”
とな り、 大 辞 林 で は

“
特別 の目 的 を 持 た ず に 気 の 向 く ま ま に 歩

く 事
”
と 表 現 は違 う が 同様 な 意 味 合 い と なっ て い る。

ならば 小生は散歩でよい。但 し目的地がないと歩く気 がしないので、自宅から２ｋｍ

強の所に ある鹿 島川と印旛沼の合流点にある、 チ ューリップ広場を目指 して散歩に出
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る 事 に し た。

前置きが長くなったが、 まず自宅の前を 左右に延びる６ｍ道路を北に向かって歩き

始 め る。 この 辺 り は 小 生 が 子 供 の 頃 は 一面 の畑 で、 特 に 初 夏 の 頃、 麦 畑 の上 で 騒 々 し

いくらいに雲雀 が鳴いていたのを思い出しな がら、 今は区画整理事 業によって整然と

区画された土地に戸建の家立ち並んだ中を 歩いて行く と、 どこの家でも綺麗に刈り込

まれた庭木が植えられ、 玄関先や敷地内に 四季折々の花が咲いていて 心和むものであ

る。 そう こう し て い る 内 に 階 段 道 路 （近 道） に 出 る が、 こ の 辺は 子 供の 頃、 ユリ の 根

や キ ノコ 採 り を した も の だ。 又、 大き な 山 桜 も あっ て、 そ れは 綺 麗 な もの だっ た。 階

段 を下り京成線の踏み切りに 突き当たり、 渡ると線路 沿いに農業用の小川があっ て大

き な 蜆等 を 獲っ た が、 今は 見 る 影 も 無 い。 そ れよ り、 こ の狭 い 農 道 を 抜 け 道 とす る 車

が ス ピ ー ドを 落 と さ ず に通 り 過 ぎて 行く の で、 早々 に 道 路を 横 切っ て、 そ の 中の 田 圃

道 を 真っ 直 ぐ北 へ５００ｍ 程 行 く と、 鹿 島 川 の 左 岸 堤 防 上 の 道 に 出 る。 こ の 川 は 千 葉 市

土気町の土気調整池を源 として、 延々この佐倉の地迄、 約３０ｋｍを流れ下って印 旛沼

に 注 い で い る。 今、 こ の 下 流 域 一体 は、 洪 水 対策 と して 川 幅 を 倍 の１００ｍ に する 工 事 が

行われており、 反対側の堤防が大分遠く に築かれつつあり、 風景も変わって一抹の寂

しさがあるが、 鹿島川には大変愛着があ る。 何故なら今の仕事がこの川 の源流域でも

ある緑区全体の 道路の維持管理をしている事もある。 暫くこの流れに沿って歩く堤防

上の道は、 オリ ンピックマラソンで２大 会連続 して銀と銅を獲得した有森裕子氏が練

習 し た道 で あ り、 や が て 大 き な オ ラ ン ダ 風 車が あ る チ ュ ーリ ッ プ広 場に 出 る。 今 は 一

面のコスモスの花が咲いており、 その横 に印旛沼の西部調整池がゆったりと広がって

いて、 沼沿いにはサイ クリ ング道路が八 千代市や本埜村方面の利根川 の方にも延びて

いる。 こちらはオリンピックマラソンで 日本女子初の金メダルを獲 得した高橋尚子氏

が汗を流 した所である。 今更ながら世界 の頂点に立っ たランナーの 偉大さに改めて敬

服する と共に、 たかが２ｋ ｍ強の距離を歩くのに何や かやと理屈をつ けたがる自分を

自 戒しつつ、 今日は天気も好いので散歩の距離を延ば して右に歩を進める。
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このサイ クリングロー ドは暫く一般道に出て鹿島川を跨 ぐ竜神橋 （飯野橋） を渡ると、

また沼沿いの道となる。 沼には葦原の先にゆったりと水鳥が羽を休めて いる のが垣間

見 え、 沼 面 を 渡 る 風 は 心 地 良 い。 そ れ
ぞ れ 散歩 や ウ ォ ー キ ン グ、 ジ ョギ ング、 サイ ク

リ ング を 楽 しん で いる 人 達 と行 き 交 う が、 知 人 に 会 わ な い の が 又 良 い
し
、 こ
う いう 時

は会いたくない。 暫く 原風景に浸りながら歩を進 める と、 金属音がけたたま しく水面

を 揺 らす ラ ジコ ン 飛 行 機 の広 場に 行 着 く。 家か ら は 約４ ｋ ｍ 強 を 歩 い た事 と な り、 随

分 と 来て し ま っ た と 後 悔 （？） する が、 沼 越 し に西 を 見 る と、 野 球界 の スー
パ ース タ ー、

長嶋茂雄氏 の故郷、 臼井の町並みを赤く照らしながら夕陽が大きくなっている事に気

がつき、 秋 の日のつるべ落としに負け まいと踵を返 して家路を急 ぐ事 とする。 夕暮れ

に追いかけ られながら家路を急 ぐのは、 暖かい風呂と冷えたビールにも早く有り付き

た い事 もあ り、も
う 周 り の 景 色 に は 気 を配 る こ とな く 一 目 散 で あ る。今 日は 往 復

８ ｋ ｍ

強 で１ 万 歩 は ク リ ア ー だ ろ う ！ 満 足。

夜、
グラ ス を 傾 け な が ら 思 う に、 週 に １回 程 度 の 散 歩 が 運 動 と

して は、 今 の所 一 番

向いている 様だ。 これからも積極的に四季の情景を楽 しみながら継続しよう と。

最後に末 筆な がら、 千葉電設協会様 の今後益々の発展とご活躍を御祈念さ せて頂き、

脱 稿 とさ せ て いた だき ま す。
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構造計算書偽造問題から建物の安全対策について

千葉市住宅供給公社 主幹 須 藤 作 一

以 前は、 特定行政庁 （建築主事を置く市及 び県） の独占事務で、 許 認可業務と同様

の威厳 があった建築確認の審査 ・検査等について、 国は 「経済社会の構造的変革に対

応した見直し」 として、 平成１０年法律第１００号の建築基準法改正により 民間へ開放しま

し た。

その結果、 現在では指定確 認検 査機関は、 日本全国に１２６機関が誕生し、 建築確認 業

務等は、 各地域 において 民間業務に塗り替えられる状況 です。

そんななか、 昨年、 指定確認検査機関であったイーホームズ㈱から、 過去に建築確

認を行っ た建築物 についての情報から、 端を発した姉 歯元一級建築士 （千葉県市川市）

によ る構造 計算書 の偽造問題は、 関係 した、 建築士、 建設業者、 指定確認検査機関の

代表 者等が逮捕され、 多くの 住民に建築物の耐震性に対 する不安を与えただけでなく、

わが国の建築物や建築に関わる関係者の信頼を大きく損 なう事件となりました。

現在、 再発防止にむけた法 改正の整備等が進められて いるところです。

私 も、 二十 数年 前に建築士や建 築主事 を取得 し、 また 建築行 政に関する仕事 も長

か っ た た め、 今 後 の 動向 に つ い て 非 常 に興 味 を持 っ て い ま す。

指定確認検査 機関設立の目的は、 建築確 認・検査業務を開放する ことにより、 建築

規 制の実効性を確保するための中間検査制度の導入や地域住宅産業 の市場の活性化等

で あっ た と 思 い ま す。

しかし、 現 実には、 「多少手数料が高く とも短期間での事務処理」 行政指導が及ばな



孟

（協）千葉電設協会だより （１７）

い審査・検査による計画工期の実現が望める指定確認検査機関が選択された のです。

また、 指定確認検査 機関は、 特定行政庁 と同 様に、「必要な審査能力」 が求 められま

すが、 建築主事の資格を 持つ行政経験者を採用 して構成されていても、 構造審査等を

的確に実施するための確 認検査員の能力について 懸念されます。

なお、 現行の建築士制度では、 資格を取得して いれば、 年齢や能力に関係なく業務

遂行出来る事から、 建築 士の名義貸しなどによる 不適切な工事監理も存在します。

これらの問題解決の対 応として、 今年６月 に建 築基準法を改正し、 建築確 認及び検

査の厳格化、 指定確認検 査機関に対する監督 の強 化、 建築士等に対する罰則 の大幅な

強化等の措置が図られる こととなりました。

そして今後の 「建築物 の安全性確保のために講 ずべき施策」 方針として

・建築設計の高度化・専門化から、 一定規模以上 の建築物等について、 構造 設計又は

設備設計 について高度の知識を有 する 一級建築士 （特定構造 建築士、 特定 設備建築

士 （仮称）） による設計図書の作成又は法 適合証明の義務付け。

・ 工事 監 理 業務 の 内 容、 実 施 方 法、 建 築 主へ の 報 告 内 容 等 の適 正化、 明 確 化。

・ 建築 士 の 資 質、 能 力 の 確 保 と して、 既 存 団 体 に よ る 研 修 の実 施、 団 体 を 通 じた 業 の

適正化の 取り組みの推進。

等 が示 さ れ ま した。

現在、 建築士団体は、 これらの施 策と平行して、 独自に創設 した専攻建築士制度の

基準 に 基 づ き、 会 員 の 専 攻 領域 （ま ち
づく り、 設 計、 構 造、 生 産、 法 令 等） に 分 け た

認定登録や研修制度等 による能力開発に取り組んでおります。

今後、 建築士制度の見直しなど、 業務の適正化 と実効性の確保及び建築物の安全確

保のための施策等が加 速して行く事 と思われます。

建築に携わる人間として、 これらの取り組み等 が社会に受け 入れられ、 一日も早く

市民が安心して住 宅の 取得や建築物の利用 ができ ると共に、 建築関係者の信頼が回復

す る こ と を 願っ て いま す。
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「設備技術者の現状と課題」

㈲千葉市都市整備公社 建築課 設備第二係長 和 田 泰 治

この度 （協） 千葉電設協会 だよりに寄稿する機会を賜り誠に恐縮いたしており ます。

私自身建設設備業界の皆様とお付き合いを持たせていた だくようになってか ら３０年余

り に な る か と思 い ます。

最 近 折 り に触 れ、 こ の 先 設 備 ・ 電 設 協会 全 体 のこ と を ふ と 思 う こ と が あり ま す。 現

在建設業界では、 労働者の高齢化、 熟練工の減少、 少子化による労働者不足への 早急

な 対 応 が 求 め ら れて い ま す。 又 品 質 保 証、 工 期短 縮、 低 価 格 化、 労 働 環 境 の改 善、
地

球環境保全な ど、 建設工事への要求が多様 化しています。

このような厳 しい社会状況下に於いて、 建設生産性の向上を実現 させる施工技術の

開 発、 及 び導 入 を推 進 す る こ と は、 今ま で に も ま し て 重 要 で ある と 思い ま す。

さて千葉市では、 昭和５０年代に現在の建築物の大半が建設されま した。 行政側とし

て も
、
職 員 を 自 ら育 成 する と いう こ と で は な く、 ほ と ん ど の物 件 に 関 し、 設 計 業 務 及

び現場監理を外部委託に頼ってきま した。

そのため、 改修工事が増え 一段 と技術力の必要性を要することが 出てきた現在、 技

術 経験 が浅いため、 施工面で、 請負者の方に ご無理をお願いするこ とが多く 発生して

き て いる こ と が あ る の で はな いか と思 い ま す。

しか し、 行 政 側 の 対 応 と して、 技 術 者 の 育 成 は 急務 で す。

そ の育成には、 指導者不足 にもよりとても短期間で は無理であると考えられま す。

また、 設 計 ・ コ ン サ ル業 界 に於 い て も、 現 場 経 験 の 少 ない 設 計 者 が 見 ら れ、 平 面 図
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の み し か 表 現 する こ と が で き ず に、 断 面 図、
詳細 図 等 を 表 現 で きな い こ と も あ り ま す。

し か し、 行 政 側で 技 術 力不 足 か ら そ の 内 容
がわ か らず、 納 品 さ れて い ま す。

そして、 そのまま工事 が発注された結果、 発注後 の打ち合わせに多くの時間が費や

さ れ る こ と に なっ て い ま す。

以上述べたような問題 があることは、 業界全体 として捉えてマイナスになると思い

ます。 先 に 述
べ た 様 に、 建設

業 界 全 体 に は 厳 し い も の が求 め ら れ て い ま す。 そ し てそ

れ に対 応 し て い か な けれ ばな らな い 現 実 が あ りま す。 さ らに は、 もう す ぐそ こ に 迫っ

た団塊世代の技術的な継 承も含め、 これから行政・ 民間に係わらず、 技術者の育成に

協力 していかなければな らないと考えます。

いろいろと纏らないことを述べさせていただきましたが、 どう しても業界全体のこ

とを考えるとこのような 考え方になって しまいます。 その他にも解決すべき課題は山

積 して い る か と 思わ れま す。 しか し、 こ れ ら の 課題 解 決 に 向 けて 皆々 様 方 の
ご 協 力 の

ほ どよ ろ し く お 願 い いた し ま す。

末筆にあたり、 電設協会と会員皆様 方々の ご健勝と、 更なる ご発展を ご祈念申しあ

げ ます。
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っれつれに

鰯千葉電設協会理事 （大信電業） 山 本 勝 生

鹿児島生れの私が千葉に住む事になっ たのは、 昭和４０年初め頃工事屋へ就職 し、 勤

務 地 が 千葉 だっ た 為 で あ る。

当 時 は、 日 本 の 経 済 が 高 度 成 長 時代 で、 仕 事 も 忙 し か っ た が飲 む 事 も忙 しか っ た。

そ の頃の接待は、料亭で 芸者さんを呼び手拍子で歌 い（勿論カ ラオケは無い） ドンチャ

ン 騒 ぎ。 後 は 栄 町 へ と 繰 り 出 し て 行 っ た も の で す。 栄 町 も 賑 や か で バ ー、 ク ラ ブ、

キ ャ バ レー が 何 軒 も 立ち 並 び 人通 り も 多 か っ た。

最近は人影も少なくなり 韓国街 ともいわれるが、 せ めて横浜の中華街の半分位の規

模 に な れ ば い い の に… と思 っ た り し ま す。 一抹 の 寂 しさ を 感 じ つ つ も、 今 で も 昔

から馴染んだ栄町付近につい足が向いて しま います。

そもそ も私 が電気工事屋へ入ったのは、 学生時代色々経験した アルバイ トの中で電

気工事があっ たのです（電気室の改造工事）。 朝はちょっと早かった が、 だいたい午前

中で 終 わ る の で あ る。 日当 は他 と 比 べ ２ 倍、 お ま け に 昼飯 ま で 御 馳 走 し てく れ た ので、

こんなよい仕事はないと単純に思い込んだ為である。 いざ入ったらそうでもな かった

が、 幸 か 不 幸 か こ の 業界 で 飯 を 食 う 事 に なっ た。

余 談 で す が、 変 わ っ た バイ トで は京 都 の 映画 ロ ケ の雑 役 係 で す。

当 時、 東 映 の大 女 優 の 藤 純 子 の ロケ で した。 何 の 映画 だっ たか は 覚 えて い ま せ ん が、

涙を流す シー ンがあり監督が 「一番大 事な人が亡く なったと思え」 と言うのです。 す

る と藤純子の あの美 しい大きな 瞳から、 大粒 の涙がポロポ ロ落ちるでは ありませ ん
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か ！ ！

し か し、
「カ ッ ト、 カ ッ ト」 と 監 督 が 叫 び 何 度 か 取 り 直 し と な る。 さ す が に 三 度 目

当 り にな る と 涙も 枯 れて し ま い、 目 薬 を 使っ て い ま した。 そ の ロ ケ の 休 憩 中、 藤 純 子

さ んに 「学 生 さ ん、 御 疲 れ様 で す」 と 私 のそ ば ま で 寄 っ て 来 て 話 し か け ら れ た の で す。

あ の雲 の 上 の 素 敵 な 女 優さ ん か ら の、 優 しい 心 遣 い に た だ び っ く り の み ！ そ れ 以 来、

私は藤純子さんの大ファンである事は云うまでもありません。

世の 中、 パ ソ コ ン 時 代 にな り ま し た。 私は 老 眼 鏡 を か けて も 数 字 が よく 見 え なか っ

たり、 片 手 打 ち 程 度 の技 量で す が、 日 夜頑 張 っ て い ま す。

歳 と い え ば、 私 は長 年 腰 痛 に 悩ま さ れて い て、 数 年 前 坐骨 神 経 痛 に な り ま した。 鍼、

お 灸、 整体、 整 形外 科 と渡 り 歩 いた 末、
「プー ル が 良 い」 と聞 き、 行 き 始 め ま した。 と

こ ろ が、 ３０分 程度 の プ ー ル 内 歩 行を 数 回や っ た ら、 何
とあ の 痛 み が 取 れた の で す。

今 では、
ゴル フ の 打ち 放 し より プー ルが 楽 しく 暇 が あ れば 通 っ て い ます。 そ して、

どちらか といえば、 年寄り の方々 が多いの ですが、 ごく 自 然と抵抗なく その仲間に

なっ て い る 自 分 が そ こ に い る ので す。

世代交代 の到来を感じている今日こ の頃です。
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私の半世紀前

㈲広尾電設 代表取締役 小 島 武 七 郎

終戦後１０年たち、 もう戦後で はないと言わ れた５６年春、 就職難の時代に仕事を探 し

ていま した。 知人に電気工事をやれと現千葉電気工事を紹介され、 俺は頭はな し、 何

の仕事でもよいと自分に言い聞かせ、 翌日千葉電気工事の事務所に行 き社長 （先代）

と 面 談 を し ま した。 返っ て き た 言 葉 が 「この 仕 事は 大 変 だ。 こ こ ま で 何 で 来る ？」 と

聞 か れ、
「自 転 車 で 来る」 と 答 える と、 で は頑 張 れ と言 わ れ 翌 日 か ら 出 勤 する 事 に 決 ま

り ま し た。 出 勤す る と、 社 長 が 気 難 し そう な お じさ ん に 「お い 水 沼 君、 小 島君 だ今 日

か ら 頼 む」 と 紹 介 さ れ、 私 に とっ て、 最 初 の親 方 が 水沼 さ ん で し た。 （後 の 水沼 電 業 社

の先代社長） あとで聞くといつまで 続くか心配していたそうで す。

私 は積橋の自宅から会社まで 往復２時間あまりをかけ通勤、 そのころは穴川から長

沼、 檀 橋方 面 は 舗 装 も さ れて い な いで こ ぼ こ 道 で、 バス の 便 も少 なく 夜 も ほ と ん ど 人

通 り がな く、 今 の 県ス ポー ツ セ ンタ ー 付 近 が 一 番 淋 しい 通 りで した。

当 時の千葉市はまだ道路は狭く市街といえば旧千葉駅か ら県庁、 市役所迄で、 作 草

部方 面か ら椿森陸橋を渡り左側は水田、 まわりの町は茅葺き屋根の残る集落でした。

千 葉 電 気 工 事 は 末 広 町 の 房 総 線 際 に あ り 裏 は 蘇 我 駅 ま で 続く 水 田 で した。

勤め て数日後の帰り道、 大和橋 手前まで来ると、 市役所 職員に呼び止められ、 自転 車

の鑑 札を付けるようにと言われ、 住所は憤橋と答えると、 だれだれさんが居るから 登

録するようにと言われ、 だれだ れさんとは合併で村役場か ら移った近所の人で した。

そ の こ ろ は 自 転 車 税 があ り、 朝 早 く 夜 遅 い か ら と 無鑑 で いこ う と 思っ て いた が、 悪 い
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事はできないものだと思った。 （二年後に自 転車税廃止と記憶）当時の世相 と言えば第

一次南極観測隊が観測船 宗谷で出発、 電力不足解消のため黒部川第四発電所 建設着 工、

東京電力千葉火力発電所１号機 運転開始、住宅難解消 のため、 日本住宅公団に よる住宅

団地建設等 が始まりました。

神武景気 と言われた年で、 後の高度成長期の始まりでした。

さて、 入社して最初の仕事は、 川崎 製鉄所のならびの製パ ン工場新築変電設備
工事

でした。 そ のころの川鉄の前の道路は、 大きな割石 だけのがたがたの道
で用事の無い

者はほとんど通りませんで した。 話に聞けば登戸海岸か ら市街を通らないバイパスで

何 年 も 前か ら だ とか、 そ の こ ろ は 行 政 道 路
と 呼ん で いま した。

最初の見習いは雑用か物運びで、 そのがたがた道 をリヤカーで運搬したもの
です。

社長は前の、 日立航空機の仕事で九州 から、 水沼さ んは３年前に稼動した川 鉄の変
電

所工事で四国から千葉に来たそうです。 作業は墨出 しか らで、 親方は寸分の 狂
いも妥

協 しな い 人 で し た。 先輩 たち に
「こ れ を し ろ と 言わ れな けれ ば 手 を 出 すな、 変 っ

た 親

父 だか ら」 と 言 わ れ、 手 を 出
して よ い の は、 毎 日早 く 来て 現 場 の 清 掃、

休 憩 時 の 茶道

具 の用 意 だ っ た。

最初 の 仕 事 は 組 み 上 がっ た フ レー ム パイ プ のニ ス 塗 り だっ た。 当 時 は 変 圧 器、 機 器

類 は 黒 色で、 黒く 染 ま れ
ば よ い と思 っ て い る と、

「塗る の と 染 める の と は 違う ん だぞ」

と怒鳴り声で ある。 高圧母線をピン碍 子にバイ ンド掛けする とき
「お前はま だ早い、

よく俺のを見 ているのも仕事だ」 と言 われ、 親方や先輩たち の手元だけの毎日 でした。

そ の こ ろ の 話 で は、 高 圧 ピ ン碍 子１個
１５０円、 第 四 種 電 線１００ｓｑ ｌ ｍ１０００円、 私 の 日

給 は２５０円 で し た。

低圧 母 線 の、 銅 バ ー の加 工ハ ン ダ揚 げ、 電 線 端子
の ハ ン ダ 付 け、 機器 接 続、 検

査 受

電までの工程を勉強しました。 当 時の３相は、 単相変圧器３台で△結線及
び２ 台でＶ

結 線、
受電 盤、 配 電 盤 は 大 理 石 が 普通

で あ っ た。 受 電 検 査 は 通 産 局 の 検
査で
、
まさ に

お 上 の 検査 で した。 当 時 は ま だ、
ビニ ー ル被 覆 の 電 線、 ケ ー ブ ル は な く，

ゴム 線 弱
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電ケーブルは 芯に紙を巻いた鉛ケーブルでした。 配 線は碍子引き、 コンセ ントの立下

げは木のモー ルが普通であった。 東電の高圧、 低圧 の配電線は裸 線、 単三の積 算電力

計はまだなく 単相のメーターを２台使用 して いた。 とくに思い出に残る のは社長担当

の農林省長浦干拓の仮設電気工事の手伝いで、 米不足のため、 海を干し上げ水 田を作

る 工 事 で した。 数年 後 に 住 宅、 工 場 地 帯 にな る と は、 ま さ か 想 像 も 出来 な か っ た。 次

の現場は、 姉 ヶ崎から来る親方と、 小 仲台の県立盲学校新築工事 の現場に行く ことに

な り、 工事 材 料 をリ ヤ カ ー で 登戸、 黒 砂、 稲 毛 海 岸 を 通 り 現 場ま で運 びま し た。 当 時

は、 登戸から稲毛海岸まで海の家が並 ぶ遠浅のきれいな海でした。 仕事は木造校舎と

鉄筋コ ンクリー トの宿舎の電気工事、 校舎の配線は碍子引きで、 見習いは親方、 先輩

の配線した間を碍子取り付 けバイ ンド掛けの仕事でした。 木ネ ジは 今の＋ ネジは無

く 全 部 一 ネ ジ で、 見習 い に は首 や 腕 の 痛 く な る 大変 な 仕事 で あ っ た。 そ の 合 間、 鉄 筋

コ ンク リ ー ト 宿 舎 の 配管 を 行 いま した。 そ の こ ろは、 ベニ ア の 型 枠 は なく 板 で 組 ん だ

型枠で、 石油缶で火を焚 き鉄筋棒を赤く焼き型枠の表裏をその鉄 筋棒で穴を開け、 裏

側の者が番線を入れ型枠 を締める工法で、 私にとっ ては、 最初の鉄筋コンクリ ート配

管工事の始まりでした。

この年の１１月か らは、 一宮から来る 親方と京成大久保駅近く にある 日本住宅公団の

住宅団地建 設現場に行き、 親方の曲げた電線管のねじ切りをする事から始まりました。

工事は鉄 筋二階建て７ 棟で、 型枠は鉄板で打放し、 内側はペ ンキ仕上げ外側は吹き

付け仕上げの建物でした。 当時は型枠のリース 代が高価 らしく大きな穴は開けるなと

いわれ、 ボックス の取り 付けは鉄板に５～６ ｍｍの穴を開け塗り代カバーにとめる 工

法で 大 変 苦 労 し ま した。 公団 の 監 督 に 毎 日、 配 管 の 曲 がり が 悪 い、
ボ ン ド ア ース のハ

ン ダ 付 け が 良 く な い、 ロ ッ ク ナ ッ トの 締 り が 悪 い と い う ぐ あ い に 指 導 さ れ、 毎 日 夜

１０時 ・１１時 で した。 当 時 は 戦 時 中 の 突 貫 工 事 とい う 言 葉 が 残っ て い た 時代 で、 １２月 ま

で に コ ンク リ ー ト打 ち 上 げ、 ３月 ま で に 内装 完 了、 ま さ に 戦 場 で した。

そ のこ ろ の土 木 建 築 ・ 造 成 工事 で は、
トロ ッ コ、

ベ ル トコ ン ベ アー、 建 築 の 足 場 は
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丸 太 組、 コ ン ク リー トは 現 場 練 り で し た。

会 社 に 連 絡 す る とき に は、 駅 前 の公 衆電 話 か ら、 １５～３０分 も つ な が らな い 時 代で し

た。 勿論その ときの建物は今は取り壊さ れ、 高層の建物に生まれ変り当時の面影もな

く 今 は懐 か しく 思い ま す。

以 上 が私 の５０年前 の 思 い 出 で ある。

Ｌ
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時代の流れ

藤長電気㈱ 東関東支店 支店長 松 井 秀 樹

時代の流 れで今やパ ソコンは 仕事や遊 び趣 味に至る まで必 要不可欠なアイ テムと

な っ て い る。

現在私自身このアイ テムを便利に活用 している一人である。

最 近感 じる こと だ が、 昔 は 現 場 に行 く と ドラ フ タ ー （製 図 盤） が 何台 も あっ た が、

パ ソ コ ンの 姿 は ほと ん ど 見 な かっ た。 しか し今 は Ｃ Ａ Ｄ で 図 面を 書 いて お り パ ソ コ ン

が 何 台 もあ る。 ドラ フタ ー の 姿 は ほ とん ど見 な い。 こ こ 何 年か の 急 激な 変 化 で あ る。

思 えば 私 と パ ソ コ ン の 出 会 い は１１年 前 に な る。

会社 がＯＡ化推進のため、 各拠点に配置することになり、 我が 支店にも一台導入さ

れ た。

そ れ ま で の 支 店 に は、 古 い ワー プ ロ が １ 台、 電線 を 手配 す る 為 だけ の オ フコ ン、 Ｆ

Ａ Ｘ コ ピ ー 機、 電 話、 Ｏ Ａ 製品 と い え る も の はそ れ だ け だっ た。

そ れ だ け と い う か、 そ れ で 事 が た り て い た。

見 積 も り も 何 十 行 もあ る もの を 手 書 き し、 電卓 を 使っ て 計 算 し て い た。

計算間違え、 誤記入な ども多くやり直しの作業が物凄く大変だったのを覚えてる。

さ て、 我 が 支 店 に 運
ば れ て き た パ ソ コ ン だ が、 誰 も触 らな い …

箱を開けずに２週間以上放置されていた。

当時私が一番若かった事 もあり 「私がやらな ければ誰 もやらない」 と思い、 エクセ

ル、 ワ ー ド、 イ ンタ ー ネ ッ ト （メ ー ル） の 本を ３ 冊 買い 読 み あ さ っ た。
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ま ず、 便利 そ う な も の だ け を 抜 粋 し試 して みた。

… が、 わ か ら な い … まわ り の 誰 もわ か ら な い … 何 度 も 何 度 も 本 を 読 む

事 の繰 り 返 し。 現 在 の 何 倍 も の時 間 が か かっ た。

しか し使っているうち に慣れてきて仕事の効率も飛躍的に向上した。

新しいものに拒否反応 を示す先輩にも教えた。

「手 書きの方が絶対早い」 と怒られてもイヤな顔されても教え続け、 今では 普通に使

い こ な し て い る。

今思う事は、私に新 しく覚える事への抵抗感があり逃げ出していたとしたら 「ゾッ」

と す る。

時代の流れについて行 けず、 一瞬の苦労を怠った ために一生苦労する人間になった

の で は な い か ？ 少々 Ｏ Ｖ Ｅ Ｒ だ が …

時代の変 化に敏感に抵抗無く対応できる人間にな れる様これからも努力していきた

い
。

Ｌ
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賛助会員部門別名簿
資材購入等は賛助会員にお願い致しましょう

盤及び機器メーカー部門
＊各部門五十音順に掲載

＊太字は広告掲載会社

会 社 名 代 表 者 名
郵便

番号
所 在 地

電 話

Ｆ Ａ Ｘ

大 崎 電 気 シ ス テ ム ズ ㈱ 営 業 部 次 長 丹 羽 和 雄
１４１－

０００１

東京都品川区 北品川 ５丁 目５番２７号

大崎電気ビル２号館２Ｆ

０３－３４４３－７１７５

０３－３４４３－７６４４

千 葉 電 機 ㈱ 代 表 取 締 役 席 屋 伸 之
２６４－

００１７

千 葉 市 若 葉 区 加 曽 利 町

４７５番 地 １

０４３－２３１－８７５５

０４３－２３２－０４７９

中 立 電 機 ㈱ 千 葉 営 業 所 長 浅 井 祐 一
２６０－

００１３

千 葉 市 中 央 区 中 央 ４ 丁 目

１７番 ３ 号 袖 ケ 浦 ビ ル ８ Ｆ

０４３－２２２－０７９５

０４３－２２２－０５０８

ミ ヤ コ 電 機 ㈱
代 表 取 締 役

社 長
肩 上 哲

１３６－

００７６

東 京 都 江 東 区 南 砂 ２ 丁 目

１０番１０号

０３－３６４７－２７０１

０３－３６４７－０９４０

電材部門

会 社 名 代 表 者 名
郵便

番号
所 在 地

電 話

Ｆ Ａ Ｘ

㈱ 関 東 扇 港 電 機 代 表 取 締 役 芝 田 秀 吉
２６２－

００４５

千 葉 市 花 見 川 区 作 新 台

４ 丁 目１３番１２号

０４３－２５７－４２６２

０４３－２５７－４５３０

首 都 圏 松 下 電 材 シ ス テ ム ㈱ 千 葉 営 業 所 長 木 内 純 一
２６０－

０００７

千 葉 市 中 央 区 祐 光

２ 丁 目ｌｌ番１６号

０４３－２２７－９３０１

０４３－２２５－２３９４

小 島 電 機 工 業 ㈱ 千 葉 営 業 所 長 貫 江 明
２６０－

００４５

千 葉 市 中 央 区 弁 天

３ 丁 目 ６ 番 ４ 号

０４３－２５４－５７２１

０４３－２５３－３７６０

ス ズ デ ン ㈲ 千 葉 営 業 所 長 馬 場 元 治
２６０－

０００１

千 葉 市 申 央 区 都 町

２ 丁 目２３番１２号

０４３－２３２－３３６１

０４３－２３２－６４２３

東 芝 電 材 マ ー ケ テ ィ ン グ ㈱ 千 葉 支 店 長 仲 野 修 一
２６０－

００２４

千 葉 市 中 央 区 中 央 港

２ 丁 目 ４ 番 １ 号

０４３－２４２－８１４１

０４３－２４２－８１４８

新 東 京 電 材 ㈲ 千 葉 営 業 所 長 山 倉 竹 志
２６０－

０８４３

千 葉 市 中 央 区 末 広

３ 丁 目 ５ 番 ７ 号

０４３－２６４－１１２１

０４３－２６４－１１２６

ミ ツ ワ 電 機 欄 千 葉 支 店 長 白 根 典 幸
２６０－

００２４

千 葉 市 中 央 区 中 央 港

２ 丁 目 ５ 番１２号

０４３－２４５－２３００

０４３－２４４－４３８３

ト シ ン 電 機 ㈱ 千 葉 営 業 所 長 関 根 誠
２６４－

００３６

千 葉 市 若 葉 区 殿 台 町

１２４番 地 １ 号

０４３－２５３－４６３１

０４３－２５３－１３１９

藤 長 電 気 ㈱ 東 関 東 支 店 長 松 井 秀 樹
２６０－

００１６

千 葉 市 中 央 区 栄 町４２番ｌｌ号

日 本 企 業 会 館 ７ Ｆ

０４３－２２３－６６３１

０４３－２２３－００１３

㈱ 村 田 電 機 製 作 所 代 表 取 締 役 北 島 清 治
１４３－

０００２

東 京 都 大 田 区 城 南 島

２ 丁 目 ４ 番１２号

０３－３７９０－５６５６

０３－３７９９－１１１０

産業廃棄物処理部門

カ ナ キ ン ㈱ 千 葉 支 店 長 新堀 清
２８４－

００３７
四 街 道 市 中 台６１７番１７号

０４３－４３３－７４６０

０４３－４３３－７４６１



Ｌ

（協）千葉電設協会だより （２９）

弱電部門

会 社 名 代 表 者 名
郵便

番号
所 在 地

電 話

Ｆ Ａ Ｘ

ア イ ホ ン ㈱ 千 葉 営 業 所 長 苅 谷 浩 司
２６４－

００３２

千 葉 市 若 葉 区 み つ わ 台

２ 丁 目３４番 地

０４３－２５６－４４４１

０４３－２５６－４８００

ア オ バ 通 信 ㈱ 代 表 取 締 役 岩 崎 良 昭
２６４－

００２２

千 葉 市 若 葉 区 桜 木 町

５１１番 地１３

０４３－２３２－１２２０

０４３－２３１－９０９９

千 葉 ア ン テ ナ 工 事 ㈱ 代 表 取 締 役 矢 野 喜 愛
２６０－

０８３２

千 葉 市 中 央 区 寒 川 町

１ 丁 目２１４番 地

０４３－２２４－４３３１

０４３－２２４－７９０７

Ｄ Ｘ ア ン テ ナ ㈱ 千 葉 支 店 長 川 上 悟
２６４－

００２６

千 葉 市 若 葉 区 西 都 賀

２ 丁 目２０番 ４ 号

０４３－２５３－１１２１

０４３－２５３－ｌｌ９４

宮 川 電 気 通 信 工 業 ㈱ 代 表 取 締 役 宮 川 欣 丈
２６０－

００１８

千 葉 市 中 央 区 院 内

１ 丁 目 ２ 番 １ 号

０４３－２２５－１３１１

０４３－２２２－１３３０

㈱ 千 歳 防 災 社 取 締 役 支 店 長 田 中 孝 治
２６４－

００１７

千 葉 市 若 葉 区 加 曽 利 町

９３４番 地 の ６

０４３－２１４－５６８５

０４３－２１４－５８１７

ニ ツ タ ン ㈱ 千 葉 支 店 長 河 合 広 嗣
２６２－

００３３

千 葉 市 花 見 川 区 幕 張 本 郷

５ 丁 目１２番 ５ 号

０４３－２７５－７５７６

０４３－２７５－０１４０

能 美 防 災 ㈱ 千 葉 支 社 長 塚 越 孝 平
２６０－

０８２１

千 葉 市 中 央 区 若 草

１ 丁 目 ２ 番１２号

０４３－２６６－０３０３

０４３－２６６－０３４４

ホ ー チ キ ㈱ 千 葉 支 社 長 関 口 浩
２６０－

００２１

千 葉 市 中 央 区 新 宿

２ 丁 目 ３ 番 ６ 号

０４３－２４１－５５９６

０４３－２４７－７４４９

照明部門

会 社 名 代 表 者 名
郵便

番号
所 在 地

電 話

Ｆ Ａ Ｘ

岩 崎 電 気 ㈱ 千 葉 営 業 所 長 大 桃 三 男
２６０－

０８３４

千 葉 市 中 央 区 今 井

３ 丁 目１４番 ２ 号

０４３－２６４－６３５５

０４３－２６３－５７６１

東 芝 ラ イ テ ッ ク ㈱ 千 葉 営 業 所 長 唐 島 浩 昭
２６０－

００２６

千 葉 市 中 央 区 千 葉 港 ４ 番 ３ 号

千 葉 県 経 営 者 会 館 ４ Ｆ

０４３－２４７－７２１０

０４３－２４７－５４１１

松 下 電 工 ㈱
千 葉 電 材

営 業 所 長
西 浜 勇 次

２６１－

７１３３

千 葉 市 美 浜 区 中 瀬 ２ 丁 目 ６ 番 地

Ｗ Ｂ Ｇ マ リ ブ ウ エ ス ト３３Ｆ

０４３－２９７－５５３１

０４３－２９７－６１０１

広告掲載ご協力会社

会 社 名 代 表 者 名
郵便

番号
所 在 地

電 話

Ｆ Ａ Ｘ

河 村 電 器 産 業 ㈱ 千 葉 営 業 所 長 坂 本 好 一
２６０－

０８２２
千 葉 市 中 央 区 蘇 我 町 １ 丁 目２８２

０４３－２６５－１２８１

０４３－２６５－１２８３

神 田 通 信 機 ㈱ 千 葉 支 店 長 高 橋 昌 弘
２６０－

００３２
千 葉 市 中 央 区 登 戸 ３ 丁 目 ３ 番３０号

０４３－２４１－７８５１

０４３－２４１－７８５４

共 同 通 信 電 設 ㈱ 千 葉 営 業 所 長 宮 崎 善 之
２６０－

０８３４
千 葉 市 中 央 区 今 井 ２ 丁 目１１番２７号

０４３－２６６－４１２０

０４３－２６６－２８４０

千 都 防 災 通 信 ㈱ 代 表 取 締 役 仙 波 保 威
２６０－

０８４３
千 葉 市 中 央 区 末 広 ３－ ６－２０

０４３－２６６－４４５５

０４３－２６６－４４６８

内 外 電 機 ㈱ 東京第１営業所長 入 山 浩 一
１２０－

００３４

東 京 都 足 立 区 千 住 １ 丁 目３ 番６ 号

Ｔ Ｏ Ｃ ビ ル

０３－３８７９－０３１１

０３－３８７０－６４１９

日 本 ア ン テ ナ ㈱ 千 葉 営 業 所 長 川 村 幸 司
２６０－

０８４３
千 葉市 中央 区 末 広 ２ 丁 目１ 番１８号

０４３－２６５－６４０１

０４３－２６８－１２０５

ヤ マ ト 電 機 ㈱ 千 葉 営 業 所 長 下 藤 健 一
２６０－

００２８
千 葉 市 中 央 区 新 町２２－２０

０４３－２３８－Ｏｌｌｌ

Ｏ４３－２３８－Ｏｌ３３

……ありが とう ございました……



Ｌ

（協）千葉電設協会だより （２９）

弱電部門

会 社 名 代 表 者 名
郵便

番号
所 在 地

電 話

Ｆ Ａ Ｘ

ア イ ホ ン ㈱ 千 葉 営 業 所 長 苅 谷 浩 司
２６４－

００３２

千 葉 市 若 葉 区 み つ わ 台

２ 丁 目３４番 地

０４３－２５６－４４４１

０４３－２５６－４８００

ア オ バ 通 信 ㈱ 代 表 取 締 役 岩 崎 良 昭
２６４－

００２２

千 葉 市 若 葉 区 桜 木 町

５１１番 地１３

０４３－２３２－１２２０

０４３－２３１－９０９９

千 葉 ア ン テ ナ 工 事 ㈱ 代 表 取 締 役 矢 野 喜 愛
２６０－

０８３２

千 葉 市 中 央 区 寒 川 町

１ 丁 目２１４番 地

０４３－２２４－４３３１

０４３－２２４－７９０７

Ｄ Ｘ ア ン テ ナ ㈱ 千 葉 支 店 長 川 上 悟
２６４－

００２６

千 葉 市 若 葉 区 西 都 賀

２ 丁 目２０番 ４ 号

０４３－２５３－１１２１

０４３－２５３－１１９４

宮 川 電 気 通 信 工 業 ㈱ 代 表 取 締 役 宮 川 欣 丈
２６０－

００１８

千 葉 市 中 央 区 院 内

１ 丁 目 ２ 番 １ 号

０４３－２２５－１３１１

０４３－２２２－１３３０

㈱ 千 歳 防 災 社 取 締 役 支 店 長 田 中 孝 治
２６４－

００１７

千 葉 市 若 葉 区 加 曽 利 町

９３４番 地 の ６

０４３－２１４－５６８５

０４３－２１４－５８１７

ニ ツ タ ン ㈱ 千 葉 支 店 長 河 合 広 嗣
２６２－

００３３

千 葉 市 花 見 川 区 幕 張 本 郷

５ 丁 目１２番 ５ 号

０４３－２７５－７５７６

０４３－２７５－Ｏｌ４０

能 美 防 災 ㈱ 千 葉 支 社 長 塚 越 孝 平
２６０－

０８２１

千 葉 市 中 央 区 若 草

１ 丁 目 ２ 番１２号

０４３－２６６－０３０３

０４３－２６６－０３４４

ホ ー チ キ ㈱ 千 葉 支 社 長 関 口 浩
２６０－

００２１

千 葉 市 申 央 区 新 宿

２ 丁 目 ３ 番 ６ 号

０４３－２４１－５５９６

０４３－２４７－７４４９

照明部門

会 社 名 代 表 者 名
郵便

番号
所 在 地

電 話

Ｆ Ａ Ｘ

岩 崎 電 気 ㈱ 千 葉 営 業 所 長 大 桃 三 男
２６０－

０８３４

千 葉 市 中 央 区 今 井

３ 丁 目１４番 ２ 号

０４３－２６４－６３５５

０４３－２６３－５７６１

東 芝 ラ イ テ ッ ク ㈱ 千 葉 営 業 所 長 唐 島 浩 昭
２６０－

００２６

千 葉 市 中 央 区 千 葉 港 ４ 番 ３ 号

千 葉 県 経 営 者 会 館 ４ Ｆ

０４３－２４７－７２１０

０４３－２４７－５４１１

松 下 電 工 ㈲
千 葉 電 材

営 業 所 長
西 浜 勇 次

２６１－

７１３３

千 葉 市 美 浜 区 中 瀬 ２ 丁 目 ６ 番 地

Ｗ Ｂ Ｇ マ リ ブ ウ エ ス ト３３Ｆ

０４３－２９７－５５３１

０４３－２９７－６１０１

広告掲載ご協力会社

会 社 名 代 表 者 名
郵便

番号
所 在 地

電 話

Ｆ Ａ Ｘ

河 村 電 器 産 業 ㈱ 千 葉 営 業 所 長 坂 本 好 一
２６０－

０８２２
千 葉 市 中 央 区 蘇 我 町 １ 丁 目２８２

０４３－２６５－１２８１

０４３－２６５－１２８３

神 田 通 信 機 ㈲ 千 葉 支 店 長 高 橋 昌 弘
２６０－

００３２
千 葉 市 中 央 区 登 戸 ３ 丁 目 ３ 番３０号

０４３－２４１－７８５１

０４３－２４１－７８５４

共 同 通 信 電 設 ㈱ 千 葉 営 業 所 長 宮 崎 善 之
２６０－

０８３４
千 葉 市 中 央 区 今 井 ２ 丁 目１１番２７号

０４３－２６６－４１２０

０４３－２６６－２８４０

千 都 防 災 通 信 ㈱ 代 表 取 締 役 仙 波 保 威
２６０－

０８４３
千 葉 市 中 央 区 末 広 ３－ ６－２０

０４３－２６６－４４５５

０４３－２６６－４４６８

内 外 電 機 ㈱ 東京第１営業所長 入 山 浩 一
１２０－

００３４

東 京 都 足 立 区 千 住 １ 丁 目３ 番６ 号

Ｔ Ｏ Ｃ ビ ル

０３－３８７９－０３１１

０３－３８７０－６４１９

日 本 ア ン テ ナ ㈱ 千 葉 営 業 所 長 川 村 幸 司
２６０－

０８４３
千 葉市 中央 区 末 広 ２ 丁 目１ 番１８号

０４３－２６５－６４０１

０４３－２６８－１２０５

ヤ マ ト 電 機 禰 千 葉 営 業 所 長 下 藤 健 一
２６０－

００２８
千 葉 市 中 央 区 新 町２２－２０

０４３－２３８－Ｏｌｌｌ

Ｏ４３－２３８－Ｏｌ３３

……ありが とうございました……



（３０） （協）千葉電設協会だより

一総会殻告一

第２２回通常総会開催

第２２回通常総会が５月１８日午後３時よ り千葉市 内のホテルグリーンタワーに 於いて

組合員６９名 （委任状含む） 出席のもと開催されま した。

議案審議に 移り、 平成１７年度事業経過報告、 同収支 決算報告、 監査報告、 平 成１８年

度事業計画案、 同収支予算案、 は全会一致で可決承認されました。

引き続き、 千葉市建築部より新年度事 業の概要や現場管理及び施設管理業務をふり

か えっ て とい う こ とで 説 明 会 が 開か れま した。

総会、 行政 説明 会終 了後、 千葉 市長鶴 岡様 を始 めとす る千 葉市 や外郭 団体 幹部、

千葉県中小企業団体中央会、 関係団体の ご来賓をお招きして組合 員、 賛助会員と共に

１２０名出 席のもと懇親会が開催さ れました。

席上、 好地理事長は、 電 子入札・電子納品や公共工事の品質管 理の促進に関する法

律 （品確法） を始め、 今年４月か ら施工された労働時間等の設定 の改善に関する特別

処置法、 ０７年度からの許可申請及び経営事項審査の提出書類に関 係する会社法の施工

に伴う建設業法施工規則の改正等に言及 した上で 「環境問題や財 政再建による 公共工

事 の抑 制、 情 報 技 術 の導 入 によ る 電 子 入 札 ・ 電 子 納 品 の試 行、 実 施 等、 我々 の 目 の 前

にあ ま り に も 大 き な問 題 が 山積 み さ れ、
生 き 残る 為 には、 こ れ ら を

一 つ ひ とつ 乗り 越

えていかなければならない」 と弁。 このうち電子納 品については 「今年度か ら千葉市

も 県 と 同 様に 試行 段 階 に 入 り、 来 年 度 か ら 部 署 に よ っ て は、２５０万 円 以 上 の物 件 は全 て

実施する と聞 いている」 当協会として は、 電子納品 の実施時には、 会員全社が 即対応

で き るよ う に した い と の 方 針 を 示 した。

又、 千葉市 と締結している防災協定につ いては 「９２万８０００人の市民が安全で安心 し

て 暮 ら せる 街 づく り の た め に
、
も し も の 時 にす ぐに 役 立 つ よ う 再 整 備 を 進め る」 と し、

さらに 「当協 会や青年部と共に、 安全に関する講習会や経営講習会を開催する他、 市

当 局 の 指 導を 仰 ぎな が ら、 こ れ か ら 試 行 ・ 実施 さ れ る 電 子 入 札 ・ 電 子 納品 に 対 し、 出

来 る 限り の努 力 を して い く 所 存」 と の 考 え を述 べ、 挨 拶 を 結 ん だ。

続いて、 来賓を代表して鶴岡市長の祝辞を賜り、 古内設備課長のこ発声による乾杯

の 後、 会 食 が 始 ま り、 和 や か な 雰 囲気 の 中、 懇 親 会 は ６ 時３０分に 盛 会裡 に 終 了 した。



（協）千葉電設協会だより （３１）

「コ スモ ス祭りにて思うこと」

青年部 副部長 ㈱木村建設 秋 山 英 幸

「地 域社会に貢献する」 と いう組合基本理念ですが、 青年部一 同にとってはとても大

きな課題 だと思いました。 「我々青年部に何 ができるのだろう？」まず市民とのふれあ

いを持とう という事で昨年度に続き今 年も大型熱気球体験搭乗に挑戦しました。

青年部員の ほとんどが初体験で、 これ ほど自然に左右される とは思ってもいません

でした。 昨年度は強風の 為搭乗者数も思いのほか伸びずじまい でしたが、 今年は 風

雨等のより一時中断もあ りま したが昨年度の三倍、 約三 百人を 越える方に体験搭乗を

して い た だ き、 長い 列 を 作 り 待 っ て い る 方 と の会 話 も はず み ま した。

「千 葉 電 設 協会 っ て 何 ？」 と、 の
ぼ り の旗 を 見て 聞 い て き た の だ と 思 い ま す が。

「去年も来たけど乗れなかった」 とか 「来年もやるんで しょ？」 正直なところ 返事には

こ ま り ま し た が … 。

このよう な会話を通して少しでも我々を身近に 感じて頂ければ良いと思いました。

搭乗者の笑顔や 歓声を下か ら見て嬉しく 思ったの は、 私だけではないはずで す。

コス モス 祭実行委員会の方々も、 会合への参加等何度も説明・打合せを重 ねる ごと

に当組合の 存在と理解を深めて頂いたと思っております。

「ふれあい」 のような小さな事の積重ねから 「地域社会に貢献する」 という ことに近

い 将 来 繋 が っ て いく の で は な い で し ょ う か。 今後

も青年部へのご支援、 ご協力の程宜 しくお 願い致

し ま す。

Ｌ



（３２） （協）千葉電設協 会だより

市民とのふれあい

青年部 副部長 ㈱北斗電業 渡 辺 勝 利

協同組合 千葉電設協会青年部にお世 話になり、 本年度で５年目となります が入会後

の３年間を 通常部員として、 昨年総会 より副部長と して１年半 が過ぎましたが入部当

初より青年部 と して 家族親睦 会の地引網・ バーベキュー、 青年部員は もとより 会員

方々の教育育成の為のマ ネー ジメ ントセミナー等を行ってきま した。 昨年からは青年

部としても ｒ地域社会に貢献する』 という基本理念を元に昨年 は青年部として熱気球

体験搭乗に挑戦いたしま した が、 強風の為、 搭乗者数を伸ばす事 が出来ずに終了いた

しま し た。 終 了 後、 正直
『こ の体 験 搭 乗 は 企 画 と し て どう な の ？』 と 思 い ま し た が、

本年も再挑戦という思いか ら熱気球体験搭乗を開催いた しました。

昨年同様、 当日朝の試験搭乗を無事に終了し、 予定時間よりも少し早く体験搭乗を

開始 いたしま した が、 開始 数時間 でまた して も 『風』 の為、 一時 中断 『また今 年も

か１？』 と 内心思いましたが、 その後、 数時間後に再開し最終 的に雨で中止となるま

で に３００人以 上の方に搭乗いただ けま した。 そ の搭乗を待っ ていただいて いる 方の中

に 『昨年も並んでいた だいたのでは？』 と思う方に声を掛ける と 『よく 覚えていてく

れましたね』『今年は家族も一緒なんです』 と言葉を いただき搭乗後 『本当 にありがと

う ござ い ま し た』 と 言 っ て 帰 られ ま した。
『地 域 社 会 に 貢 献 する』 と いう 意 味、 コス モ

ス祭り実行委員会を通 して 『地域』 に貢献する という事は、 その向こう にある 千葉市

という 『社会』 にも貢 献しているのではないか と思 いました。 協会の皆様 方には青年

部に熱気 球体験搭乗の機会を与えて 下さいま した事、 御礼申し上げます。 また、 今後

と も 青年 部 へ の ご支 援 ・ ご協 力 を頂 き ます よ う 何 卒、 お 願 い 申 し 上げ ま す。



（協）千葉電設協会だより （３３）

第６０回千葉電設協会 ゴルフコンペ

平 成１８年１０月１１日、 イ トー ピ ア 千 葉
ゴ ル フ倶 楽 部に 於 い て ゴ ル フ コ ン ペ が 開 催さ れ

ま し た。

今回は第６０回というこ とで理事長杯をもうけ優勝 者には トロフィ ーが与えられるこ

とに な り ま した。

我こそ栄えある理事長 杯をこの手にと、 いつも のコンペとは違った意気込 みを感 じ

力の こ もっ た プ レー に楽 し い一 日 を 過 ごし ま した。

記 念 す べ き 理 事 長杯 を 手 に した の は、
ご本 人で し た！ お め で と う ご ざ いま す。

優 勝 ㈱光栄電設工業 好 地 宏 さん

２ 位 ㈱木村建設 福 井 芳 郎 さん

３ 位 ㈱カタデン 片 岡 達 雄 さん

毎回、 参 加して下さる皆様のお力で盛り上げて 頂きま したことお礼申し上げます。

お陰様で非 常に楽しい記念すべき６０回を迎える事 が出来ました。 又のご協力 をお願い

た し ま す。

第１３回麻雀大会

平 成１８年 ８月２５日、 当 協 会 の 恒 例 と な りま した、 麻雀 大 会 を 開 催 致 し ま し た。

今回は場 所も変わりま して、 美浜 区稲毛海岸１ 丁目にあります。
「麻雀 《あおば》」

にて総勢２０名 の参加者で行われました。

ルールも 少し変わり３回戦を行い、 ３回戦終了後、 上位より４名つつ対戦 を行いま

し た。 ３ 回 戦で 自 分 の 順 位 が 分か っ て しま う の で、 ４ 回 戦 で は 優 勝 を掛 けて 戦う 卓、

楽しんで最後の牌を打っている卓、 皆様さま ざまの形で親睦を深めていただ いた事と

思 いま す。

無事、 対 戦 も終 わ り 結 果 は 下記 の 通り で す。

優 勝 〈元〉岩崎電気㈱ 田 中 幹 二 さ ん

２ 位 ㈱新千葉電設 染 谷 光 孝 さ ん

３ 位 ㈲進和電気 小野田 藤 蔵 さ ん



（３４） （協）千葉電設協会だより

コｌｌｌＩ髄ｌｌｌｌｌ９８１ｌｌＩｌｌｌｌｌｌｌｌＩ 腿ｌＩＩＩ置００１１１００１１ｌｌｌｏ９ｌＩｏ 岡ＯｌＩｌＯｌｏ岡ｌｏＯＩｏ 餉巳ｌｏｌＯｌｏｌｏＯｌ闘ｌｌｌＯｌ 開ｏｌｌｌｌｌｌｌ 鯛１０１０ｇｏＯｌＯｌ」：

＝ ち」ｌＩｌｌｌｌ８１０ 囲ｌｌｌｌｌＩｌｌｏ量闘ＯｌＩＯＩｌｌＩｌ 岡ｌｌｌｌｌｌＯｌｌｌｌｌｌＯｌｌＯｌｌｌｌｌｌ８０１ｌｌＩｌｌｌｌｌｌｌｌ網馨１０１０１ＩｌＯＩｌ９ｌｏｌｌ鯛ｌｌｇＩＯｌｇｌｌ璽ｌｌｌＬ＝：

雷から身を守るための正しい知識

１
．
高く尖っ た物には落雷しやすい。［ 硬

た とえ絶縁さ れた プラスチック の柄でも人が二人 並び片方が傘をさ している とそ

ち ら に 落 雷 す る。

２． 金属を身につ けて いる と落 雷しやすい。 圃

金 属が身体から上 に出っ張っ ていな い限り、 無関係で ある ことが実験 的に証明さ

れ て い る。

３． 長靴や
ゴム 合羽の ような絶 縁物で身体をおおっ ている と落雷しにく い。 圃

全く 関係が ないことが実験 的に証明さ れている。

４． 近く に落 雷があっ たとき、 地面にひれ伏 して いるのは 危険。［正 醐

地 面にひれ伏 して いると落雷 は受け難くなるが、 落雷位置 によって は、 手か ら足

に 雷 電 流 が 流 れ、 危 険 な 場 合 も あ る。

５． 直接落雷を受けた人は死亡する。 圃

直 接落雷を 受けても、 統 計的 に２０％の 人が命を とり止め ている。

６． 高 い物の 先端を４５度に見上 げる範囲 は安全で ある。［正璽】

一 般 に は 安 全 と い わ れ て い る。 た だ し、 高 い も の の 高 さ が、 ３０ｍ ？ 以 上 あ る よ う

な 場 合 は、 そ う と は い え な く な る。

７． 高い建築等に落雷 がある時、 それは必ず先端からである。 圃

高い構造物等の先端に落雷しやすいが、 途中に落雷する こともある。

８． 車の中や電車は、 アースがとれているので安全である。 匝ｉ鋼

車や電車の 中は安全である。しかし、車を運転 している場合閃光 と大 音響のため運

転を誤る可 能性があるため必 ず停車して雷 が通 りすぎるの を待つ ことが重要であ

る 。

９
。
高い樹木の下は安全。 固 翻

木に近すぎるとかえって危険、 幹、 枝や葉からも最低２ｍ以上離れること。

１０， 家屋の軒先で雨宿りや屋内 においても壁や柱の側は危険である。［直團

常識 的には、 安易に雨宿り を軒先でし がち である し、 一般 的には屋 内は安全 であ

る と思わ れがちであ るが、 雷 （電流） は、 物体 の中を流れる とき、 表面の方 を多

く流れ、 中 心部を流れる電流 はすく なくなる という表皮効 果があり、 このため に

軒先や柱の側は危険なのである。

＝ ５ 鱒ｏＩｌ 鯛１腿１璽ｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌｏｌｏｌｏｌ巳ｌｌｏ 闘ｌＩ 髄ｌｌｌｇｌｏＩ 随ｌｌｌｌｌｌｌｌｌｌ瞳ｌｌｌｌｇｌＩ臆ｌｌｌｌＩｌｌｌｇｌｌｌ璽１瞳１９０１０１闘 朋ｌｏｌｇｌｏ 闘９ｌＩ「＝ ＝

罰ｌｌｏ鯛巳ｏＩ髄ｏｏｏ 随ｌｌｌｌｏｌｏｌｏｌｏｌｏＩｌｏｌ 開ｏｌｌｌｌｌＩｌｌｌ馨１９１９１１１１１１９１９１１１１１１１１１１ 開 醜１９１１１１璽１９１璽ｏＩｌｌｌｌｌｌｌｏｌｇｌｌ９髄１量ｏｏｌＩｌｌ 霞



（協）千葉電設協会だより （３５）

事務局だより

囹 住 所 変 更

（組合員）

Ｈ１７
．
２月 陣 野電 設 株 式 会 社

（新） 若葉区若松台３丁目４２番１５号

（旧） 若葉区若松町１８２番地の８７

Ｈｌ８． ２月 株 式会 社 粟飯 原 電 気

（新） 若葉区桜木５丁目１７番３８号

（旧） 若葉区桜木町４７０番地１４

囹 社 名 変 更

（組合員）

Ｈｌ７。
Ｉｌ月 （新） しまテクノサービス 株 式会社

（旧） 株式会社 しまでん

圏 代表者変更

（組合員）

Ｈｌ７． ｌｌ月 高 率 電 設 株 式 会社

（新） 代表取締役社長

（旧） 代表取締役

Ｈｌ７
．
１１月 株 式 会 社 木 村 建 設

（新） 代表取締役

（旧） 代表取締役

Ｈｌ８
．
３ 月 株 式 会 社 尾 高 電 工

（新） 代表取締役

（旧） 代表取締役

Ｈｌ８
．
４ 月 寒川 電 業 株 式 会 社

（新） 取締役社長

（旧） 代表取締役

Ｈｌ８．
６ 月 京 葉エ フ ・ デ ィ ・ ケ ー 株 式 会 社

（新） 代表 取締役社長

（旧） 代表取締役

氏

氏

力

二重

小

小

氏

氏

實

よち

田

中

早

田

尾 高 功 將 氏

尾 高 勝 隆 氏

伊 藤 秀 治 氏

伊 藤 留次郎 氏

守 本 正 範 氏

榎 谷 端 夫 氏

Ｌ



（３６） （協）千葉電設協会だより

Ｈｌ８． ６ 月 株 式会 社 栄 電 社

（新） 代表取締役社長

（旧） 代表取締役社長

Ｈｌ８． ７月 関工電 設工業 株式会社

（新） 代表取締役

（旧） 代表取締役

片 岡 眞一郎 氏

中 川 誠 氏

三 浦 由 三 氏

東風谷 恰 氏

（賛助会員）

Ｈｌ８
．
１ 月 Ｄ Ｘ ア ン テ ナ 株 式 会社

（新） 千葉支店長

（旧） 千葉支 店長

Ｈｌ８
． ４ 月 株 式会 社 千歳 防 災 社

（新） 取締役支店長

（旧） 千葉支 店長

Ｈ１８
．
１０月 藤 長 電 気 株 式 会 社

（新） 東関東支店長

（旧） 東関東 支店長

川 上 悟 氏

平 原 俊 和 氏

田 中 孝 治 氏

田 中 孝 治 氏

松 井 秀 樹 氏

小 林 暁 氏

囹 新規加入会社

（賛助会員）

ＨＩ７． １１月 日 本 電 機 株 式会 社

千葉出張所 所長 佐 久間

〈住所〉 千葉 市中央区長洲２丁目１８番 ５号

くＴＥＬ＞ ０４３－２２４－３１７１

＜ＦＡＸ＞ ０４３－２２４－３１９８

渉 氏

＊ご 連 絡

当 電設協会では、 平成１０年８月２６日付 けにて千葉市地域防災計画に 基づき千葉市長

と の問で 「災害時における応 急設備工事の協力に関する協定書」 を締結 しておりま

す。 本年度より組合員の皆様 には加入証明書を発行いたしておりますので、 各社に

お い て、 必 要な 方 は、 事 務 局 へ ご連 絡 下 さ る よ うお 願 い 致 しま す。



１

し

（協）千葉電設協会だより （３７＞

入札結果報告
Ｈ ｌ７
．
１１
．
１ ～ Ｈ １８

．
１０
．
３１

単位 千円

入札 年月日 発 注 先 工 事 件 名 落 札 者 落札金額

ＨＩ７．ＩＩ．２ 千葉 市 都 小 学 校 受 変 電 設備 改修 工 事 双 葉 電 設 ７
，
７３３

１１
．
２ 〃 都賀小 学校受変 電設備改修 工事 聖 電 社 ８，７６０

１１．２ 〃 仁戸名小学校 受変電設備改修工事 カ タ デ ン ８，
１５０

１１．１５
〃

稲毛 区長沼コミ ュニティ ーセ ン

ター（仮称）外構 電気設備 工事
黒 田 電 気 商 会 ３

，
５６０

ｌｌ．１６
〃

ＪＲ土 気駅北口 駅前広場 歩行 経

路シェル ター設 置電気設 備工事
北 園 電 業 ５

，
９８５

１１
．
２４ 〃 検見川町１号線歩道照明設備工事 笈 川 光 和 電 気 ９

，
６００

１１．２４ 〃
（主）長 沼 船 橋 線道 路 照 明 灯 設

置 工事
岡 田 電 気 工 事 ４

，
８７０

Ｈ．
２４ 〃

花 島 公 園 第１ 駐 車 場 電 気 設備

工 事 （そ の２）
小 峯 電 業 １７

，６５９

１２．６
〃

こ て は し 台 中 学校 高 圧ケ ー ブ

ル 改修 工 事
安 藤 電 気 工 事 ２

，
４７２

１２
．
７ 〃 誉 田駅北口線道 路照 明設置工事 大 秋 電 気 工 業 ３１

，
９００

１２．１４ 〃
南部浄化セ ンター特 別高圧設
備蓄電 池更新工事

昌信 電機 工 事 ５，３００

１２．１４ 〃
市営住 宅仁戸名 町団 地建替事
業外灯 設備工事

日本ライト電商 ９，３００

１２．１４ 〃 高根給 水場ポンプ棟 建築電気
設備工事

北 進 電 設 １３，３００

Ｈ１８．３．２０
〃 長作小学校構造改修電気設備工事 冨 田 電 機 工 業 ４５

，
６⑪⑪

３．２０ 〃 千城台 北小学校構造改修電気
設備工事

協 同 電 業 社 ４９，４００

３．２０ 〃 花見川第三小学校構造改修電

気設備工事
俵 屋電 気工 事 ４８，７６０

３．２０ 〃
千 草 台 中 学 校 構 造 改 修 電 気 設

備 工 事
大 信 電 業 ４３，０

００

３．２０
〃 桜木小学校構造改修電気設備工事 東 陽 電 気 工 事 ３１，５００

３．２０ 〃
み つ わ 台 北 小 学 校 受 変 電 設 備

改 修 工 事
陣 野 電 設 １３，４２０



（３８） （協）千葉電設協会だより

入札年月 日 発 注 先 工 事 件 名 落 札 者 落札金額

ＨＩ８
．
４
．
２６ 都市整備公社 幕張中 学校受変電 設備改修 工事 ヒカル電気工業 ８

，
０７２

４．２６
〃 積橋 小学校受変電 設備改修 工事 大 東 電 設 ７，

４４８

５．９ 千葉市
星久喜中学校構造改修電気設
備工事

川 島電気 設備 ３，８７６

５．１０ 都市整備公社 若松小 学校受変電 設備改修 工事 陣 野 電 設 ７，５
８３

５．１０ 〃 千城小 学校受変電 設備改修 工事 大 西 電 設 ８
，
４３０

５．１６ 〃 登戸 小学校 受変電設備 改修工事 双 葉 電 設 ３
，
６９６

５．１７
〃 小中台中学校受変電設備改修工事 安 藤 電 気 工 事 ７，０

４１

５．
２６ 千 葉 市

市 立 千 葉 高 等 学 校 改築 電 気 設

備 工事
小峯電業・練 離ＪＶ ３億８７

，
０００

５．３０ 〃
千 城 台南 中 学 校 外部 改 造 電 気

設備 工 事
桜 田 電 設 ４

，
８５０

５．３１都市整備公社
市立稲毛高等学校屋内運動場
電灯改修 工事

新東電 設工 業 １８，６００

６．
１３ 〃 宮 崎小 学 校増 築 電 気 設 備 工 事 木 村 建 設 ２５，８００

６．２１ 千 葉 市 泉谷公民館（仮称）外灯設備工事 千 葉 電 業 社 ２，７０９

７．５ 都市整備公社
亥鼻 保 育 所構 造 ・ 調 理 室・ ト

イ レ改 修 電 気 設 備 工事
コ ス モ デ ン キ ４

，
５００

７．５
〃

市 立 泉 谷 小 学 校 高 圧 ケ ー ブル

改 修 工 事
太 陽 電 設 ３

，
２４０

７．５ 〃 山王中学校高圧ケーブル改修工事 陣 野 電 設 ２
，
２５２

７．ｌｌ 千 葉 市
千 葉 市 療 育 セ ン タ ー 空 調 設 備

改 修 電気 設 備 工事 （そ の２）
新 千 葉 電 設 ｌｌ，３９７

７．
ｌｌ 〃

高 洲 中 央 港 線 他 ３ 道 路 照 明 灯

設 置 工 事
汐 浜 電 設 工 業 ６

，
７８３

７．
ｌｌ 〃

（主）長 沼 船 橋 線 道 路 照 明 灯 設

置 工 事
小 原 電 気 商 会 ５

，
１００

７．ｌｌ 〃
市 立 稲 毛 高 等 学 校 内 部 改 修 電

気 設 備 工 事
ヒカル電気工業 ５，７０４

７．２０ 〃
子 ど も た ち の 森（仮 称）照 明 灯

設 備 工事
双 葉 電 設 ３，９４０

７．２０ 〃
子どもたちの森（仮称）プレーリーダー

ハウス及び便所他新築電気設備工事
旭 電 工 ２，５８０



（協）千葉電設協会だより （３９）

入札年月日 発 注 先 工 事 件 名 落 札 者 落札金額

Ｈｌ８．７．２５ 千 葉 市
（主）浜 野 四 街 道 長 沼 線 道 路 照

明 灯 設 置 工事
黒 田 電 気 商 会 ４，９００

８．１６ 〃
乳牛育成牧場周辺拠点（富田地区）

活動拠点施設新築電気設備工事
聖 電 社 ９，７

２０

８．１６
〃

昭 和 の 森（３ 号 園 路）電 気 設 備

工 事
千 秋 電 気 １０

，
３６０

８．１８
〃

南 部 浄 化 セ ン タ ー Ａ 系 高 度 処

理 化 電 気 設 備 工 事
栗原工業・昭栄電設ＪＶ ７億８３，

４００

８
．
２９ 〃

新 港 横 戸 町 線 １ 工 区道 路 照 明

灯 設 置 工 事
石 本 電 設 工 業 ３２，８０

０

８．２９ 〃
美浜区地区ホール・保健福祉センター

（仮称）太陽光発電設備工事
成 田 電 機 １２

，
６６０

８．２９
〃

花 島 小学 校 屋 内 運 動 場改 修 電

気 設 備工 事
京 葉 工 業 ８

，
３４１

８．２９ 〃
稲 毛 小学 校 他 １ 校 エ レベ ー タ

設 置 電 気 設 備 工事
ヒカル電気工業 ４

，
２９０

８．２９
〃

山 王 小 学 校 他 １ 校 工 レベ ータ

設 置 電 気 設 備工 事
酒 井 電 気 ４，０００

８．２９
〃

動 物 公 園 レッ サ ー パ ン ダ 舎 増

築 電 気 設 備 工事
聖 電 社 ２

，
８８０

８．２９ 〃
新 田 町村 田 町 線 他 ９ 道 路 照 明

灯 設 置 工 事
奄 美 電 設 ５

，
９００

９．６
〃

辺 田 町３４号 線 他 ３ 道 路照 明 灯

設 置 工事
汐 浜 電 設 工 業 ２

，
７９３

９．６ 〃
高 根 町８４号 線他 道 路 照 明灯 設

置工 事
小 原 電 気 商 会 ４

，
１５０

９．１２
〃

看 護 師 養 成 施 設太 陽 光 発 電 設

備 工 事
カ タ デ ン １３

，
２００

９．１２
〃

緑 区 保 健 福 祉セ ン タ ー（仮 称）

太陽 光 発電 設備 工 事
千 葉 電 業 社 １２

，
７１０

９．１２ 〃
泉 谷 公 民 館（仮 称）太 陽 光 発電

設備 工 事
双 葉 電 設 １０，８

４２

９．２１ 〃
（一）土 気 停 車 場金 剛 地 線 他１

道 路 照 明 灯 設置 工 事
日本ライ ト電商 ３

，
１５０

１０．
１１ 〃

市 民 ゴ ル フ 場（仮 称）ク ラ ブハ

ウス 棟 他 新 築電 気 設備 工 事
豊 田 電 気 ５２，３５

０

１０．ｌｌ
〃

土 気 小 学 校 子 ど も ル ー ム 改 修

電 気 設 備 工 事
北 園 電 業 ２

，
３５０

１０
．
ｌｌ 〃

南部 浄化セ ンター第一汚 泥焼却

管理棟 電気室蓄電 池更新 工事
金 高 電 設 工 業 ８

，
９８０

１０．１７
〃

国 道１２６号 椿 森 陸 橋 交 差 点 道

路 照 明 灯 設 置 工 事
吉 田 電 設 ３５

，
０２０



（４０） （協）千葉電 設協会だより

入札年月日 発 注 先 工 事 件 名 落 札 者 落札金額

Ｈ１８．１０．
１９ 千 葉 市

幕張町弁天町線（小仲台１丁目地区）

道 路照明灯 設置工事（１８－１工区）
染 谷 電 気 商 会 ３

，
９００

１０．１９
〃

下 水 道 排 水施 設 電 気設 備 工 事

（こ て は し 台 雨水１８－１工区）
京 葉 工 業 ２，４００

１０．１９ 都市整備公社
さ つきが丘西小学校特殊学級
教室改修電気設 備工事

新 千 葉 電 設 ２，４００

１０．２５ 千 葉 市
Ｊ Ｒ 浜 野 駅 東 ロ シェ ル タ ー 設

置 電 気 設 備 工事
寒 川 電 業 ５，２５０

１０．２５ 〃
緑 区 保 健 福祉 セ ンタ ー（仮 称）

外 灯 設 置 工事
千 秋 電 気 ４

，
９００

１０．２５ 〃 看 護 師養 成 施 設 外 灯 設 備 工 事 汐 浜 電 設 工 業 ４
，
８２６

１０．２５ 〃
本千葉停車場線（新宿１丁目地区）

道路照明灯設置工事（１８－１工区）
粟 飯 原 電 気 ６

，
５９０

１０
．
３１ 〃

南部浄化センターＡ系高圧電気室

建築電気設備工事
奄 美 電 設 ４

，
１００

．
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●セラミノクメタル ハライドランプからハ ロゲンランプまて、３種 類の 光瀞 が搭 載可 能。 ● 灯具 とハウジンクが、灯数 に応 じて組 合せ 自在。１台 でベース 照明と演 出照 明を両 立。

● 鉛 直角９σまて 照射 可能 なタウンス ポノトタイプも搭 載てき、壁 面上 方まで効 果 的な 演出 が呵 能。 ●統 一された 灯具テ サインて、店舗 空間 をすっきり演 出。

Ｈ一 チェイスウィンクシリース は全５０機 種 をラインアノブ。ハ ウシ ングも灯 数・カラー 別 に６種 類 から選 択てきます。
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子 オ ハ ロ ヒー ムア０ ８５Ｗ 以 下
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地域に密着した電設資材 の総台商社
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ＴＯＳＨＩＢＡ

地場に育まれ 奉仕し 明日へ躍進一
照 明 器 具 ・ 配 線 器 具 ・ 換 気 扇 ・ 各 種 光 源

配 電 盤 ・ 分 電 盤 ・ 制 御 盤 ・ 受 変 電 設 備

Ｈ Ａ 機 器 ・ Ｏ Ａ 機 器 ・ 家 電 製 品 ・ 住 宅 設 備 機 器

配 線 ・ 電 線 ・ 電 線 管 及 附 属 品 ・ そ の 他 電 気 工 事 材 料

東芝電材マーケティング株式会社

首都圏電材社 千葉支店

干葉営業所

開発営業所

千葉北営業所

船橋営業所

市川事務所

佐原営業所

東金営業所

木更津営業所

◆首都圏電材社

◆本 社

千 葉市中央区中央港２丁 目４番１号
〒２６０－００２４ ＴＥＬ Ｏ４３一（２４２）一８１４１（代）

ＦＡＸ Ｏ４３一（２４２）一８１４８

〒 ２６０－００２４ 千 葉 市 中 央 区 中 央 港２－４－１

〒２６０－００２４ 千 葉布中 央区中 央港２－４－１

〒２６３一◎００５ 干葉 市稲 毛区長 沼町１２７－１

〒２７３－００３３ 船 橋 市 本 郷 町６６３－１０

〒 ２７２－００１４ 市 川 市 田 尻５－１５－１６

〒 ２８７－０００１ 香 取 市 佐 原 ロー２０２８－６３

〒 ２８３一◎０６３ 東 金 市 堀 上２７４－１

〒２９２－０８０１ 木 更津市 請西２－Ｈ ２

〒 ２３０－００５１ 横 浜 市 鶴 見 区 鶴 見 中 央３－４－３６

〒１１２－０００２ 文 京 区 小 石 川１－３－２１

日 本生 命春日町 第 ニビル

ＴＥＬ Ｏ４３－２４２－８１４１（代）

ＦＡＸ Ｏ４３－２４２－８１４８

ＴＥＬ Ｏ４３－２４２－８１４１（代）

ＦＡＸ Ｏ４３－２４２－８１４８

ＴＥＬ Ｏ４３－２５７－１０４８（代）

ＦＡＸ Ｏ４３－２５７－６１４８

ＴＥＬ Ｏ４７－３１８－１ ｍ （代）

ＦＡＸ Ｇ４７－３１８－１１１５

ＴＥＬ Ｏ４７－３１８－１ 棚 （代）

ＦＡＸ Ｏ４７－３重８一璽１１５

ＴＥＬ Ｏ４７８－５５－８１４１（代）

ＦＡＸ Ｏ４７８－５２一，０４８

ＴＥＬ Ｏ４７５－５５－５４８１（代）

ＦＡＸ Ｏ４７５－５５－５４８４

ＴＥＬ Ｏ４３８－３７－６１１４く代）

ＦＡＸ Ｇ４３８－３７一フ３８０

ＴＥＬ Ｏ４５－５０８－１０４９（代）

ＦＡＸ Ｏ４５－５０８－０１２３

ＴＥし ０３－５８０４－２３１１（代）

ＦＡＸ Ｏ３－３８１６－８７２１

「
ー
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防 災・通 信設 備 の設 計と施 工・メ ンテナンス の エキス パ ート

これからの未 来のた め、

安 全を全力 で サポートい たします。

私 ど も 干都 防 災 通 信株 式会 社 は創 業 以 来、

防 災 通信 セ キ ュ リ ティ シ ス テ ム の 設 計

施 工 ・ 保 守 管 理 を ご提 供 し、
皆 様 よ り 絶

大 な信 頼を い た だ いて まい り ま し た。

２００２ 年１２ 月 に
、
社 員 の 意識 改革 とさ ら

な る 資 質 の 向 上を 目 指 し た 品 質 マ ネ ジメ ン

ト シス テ ムＩＳＯｇＯＯ１ を 認 証取 得 しま し た。

今 後 は 防 災 およ び 防 犯 意 識 の 啓 蒙 に 努 め

る と 共 に、 お 客 様 の 安 全 を 守 る 企 業 と して

の 責 任 と重 要 性を よ り 強 く 認 識 し、 「安 心

信 頼 ・ 満 足」 で き る パ ー トナ ー と し て お 応

え で き る よう に返 進 して ま い りま す。

魯 千都醸 蓮信株式会祉
本 社 〒２６０－０８４３ 千 葉県 千 葉 市 中 央 区 末 広３－６－２０

ＴＥＬ Ｏ４３－２６６－４４５５ ＦＡＸ Ｏ４３－２６６－４４６８

営 業 所 ロ 船 橋 支 店 Ｔｅｌ ＆Ｆａｘ Ｏ４７－４３１－４４８０

□ 茂 原 営 業 所 丁ｅｌ ＆Ｆａｘ Ｏ４７５－２４－９９５５

［］佐 倉 営 業 所 Ｔｅｌ ＆Ｆａｘ Ｏ４３－４８８－３９４１

口 埼 玉営 業 所 Ｔｅｌ
コ

ヒ
　揮個 責う労詐

０４８－６６２－４Ｄ３１ Ｆａｘ Ｏ４８－６６２－４０３５

礪

中

典

バ

ス



非鉄金属高価買入れ
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ｏ ● ● ｏ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ■ ● ● ● ■

カナキン㈱千葉支店

千 葉 県 四 街 道 市 中 台 ６１７－１７

（国道５１号成田方面に向かい、 吉岡十字路１ｋｍ 先左側）

ＴＥＬ Ｏ４３－４３３－７４６０ ＦＡＸ Ｏ４３－４３３－７４６１

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ｏ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ■

業務内容
・ 非 鉄 金 属 の リ サイ ク ル

・ 産 業 廃 棄 物 処 理 業 （千 葉 県 第 １２００００６０８ 号）

（千 葉 市 第 ５５００００６０８ 号）

・ 産 業 廃 棄 物 中 間 処 分 業 （神 奈 川 県 第 １４２３０００６０８ 号）

産廃中の金属類 （銅線／銅パイプ／安定器／モーター／トランス

等） を分別して頂くだけで買取又は低価格処理をいたします。

産 廃 の 減 量 化、 処 理 費用 の 軽 減 が は か れ ま す。

特に非鉄金属類は当社が得意としておりますので是非ご相談下

さ い。

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ■ ｏ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ■ ● ● ● ● ● ● ■ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

カナキン株式会社

本 社

〒２５４－０００３ 神 奈川 県平 塚 市下 島４３１－１

中間処理工場・リサイクルセンター

【ＪＩＳＱ １４００１：１９９６１１ＳＯ １４００１：１９９６ 認 証 取 得 工場】

〒２５４－００１６ 神奈 川県 平塚 市東 八幡 ３－１－１

伊勢原営業所

〒２５９－１１２２ 神 奈川県 伊 勢原 市小 稲葉 １１４５－１

ＴＥＬ Ｏ４６３－９１－１７１７ ＦＡＸ Ｏ４６３－９１－２３４５

ホ ー ム ペ ー ジ ＵＲＬ ｈｔｔｐ：〃ｗｗｗｋａｎａｋｉｎｊｐ／

７



Ｖシンは
お客様の営業活動を応援しまず

く首都圏に広 がるグループ９７拠点のネットワーク〉

饗灘
・
鍵

灘 鐵 義 鍵 所でキ”シユレスで商品が

団 「トシンライフカード」※３．０００円／１口 ５ロ 迄

トシンカードに傷害保険機能が付きました。
社員様への福利厚生に。社長様２４時間保証。

門プランナーが

お客様を強カサポート．

提 案 力 ． ．

１． あ かりプランニングセンター ４． オ ー ル 電 化 ご相 談センター

２． 換 気
プランニン グセンター ５． 空 調 技 術 センター

３． 住まい・まるごとサポートセンター ６． 建 材 課

譲灘騨難
プランに関するお問い含わせ、提案 のご依頼は当社営業担当までどうぞ！

ト シ ン離 凶 む

騨
〕
巴

安心はトシンから！“安 心 シリ ー ズ”と
“サ ポ ートセ ンタ ー

”が

お客様を応援します。

大好評 雪 トシンで安心シリーズ

第１弾 施：１ニ工 事董年保 証
空 調工 事 や 水周りも保 証 付 でお 手 伝 い 致します。

第２弾 日本ヒルテイ電動工具
壌年間盗難保険付き

第３弾 松下電 工充 電コニ具
１年間盗難保険付き

第４弾 トシンライフカード（傷害保険付）

第５弾 ５年間長期保証付
オリジナルエア⊇ン

第６弾１年間お見舞金特典付
オリジナルＴＶドアホン

第７弾 ３年間無料保証付
オリジナル換気扇

第８弾 ２年間 お見舞金特典付
年間保険料３・０００円（１ヶ月２５０円） オリジナル住宅 用火 災警 報器

千 葉 営 業 所 千 葉 市 若 葉 区 殿 台 町１２４－１ ｈＯ４３－２５３－４６３１

中 央 営 業 所 千 葉 市 中 央 区 都 町２－１９－７ ㌃ＬＯ４３－２３４－６９８１
丁繊蜀監㈱



電設資材総合商社
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社会式株材電京東新
本 社 東 京 都 墨 田 区 向 島 ２ － ２ ２ － ５ ＴＥＬ Ｏ３（３６２３）７００１ ㈹

千 葉 営 業 所

干 葉 特 機 営 業 所

東 営 業 所

成 田 営 業 所

茂 原 営 業 所

君 津 営 業 所

配 管 機 材 営 業 所

中 央 営 業 所

電 設 営 業 所

茨 城 営 業 所

池 袋 電 材 営 業 所

特 機 営 業 所

特 販 営 業 所

多 摩 営 業 所

南 多 摩 営 業 所

千 葉 市 中 央 区 末 広 ３ － ５ － ７ ＴＥＬ Ｏ４３（２６４）１１２１㈹

ＦＡＸ
．
０４３（２６４）１１２６

千 葉 市 中 央 区 末 広 ３ － ５ － ７ ＴＥＬ Ｏ４３（２６４）１１２１㈹

ＦＡＸ
．
０４３（２６４）１１２６

柏 市 西 原 ７ － １ － ３ ＴＥＬ Ｏ４（７１７８）５５１１㈹

ＦＡＸ
．
０４（７１７８）５００５

富 里 市 日 吉 倉 ４ ７ － ２ ＴＥＬ Ｏ４７６（９３）５１１１㈹

ＦＡＸ
．
０４７６（９３）５１１５

茂 原 市 木 崎 ２ ７ ９ － １・ ＴＥＬ Ｏ４７５（２２）５１８１㈹

ＦＡＸ
。
０４７５（２２）５８８１

君 津 市 中 富 ９ ６ ５ － １ 富 士 ビ ル １ Ｆ ＴＥＬ Ｏ４３９（５４）８１１１㈹

ＦＡＸ
．
０４３９（５４）８０８８

東 京 都 墨 田 区 向 島 ２ － ２ ２ － ５ ＴＥＬ Ｏ３（３６２４）４３３１㈹

ＦＡＸ
，
０３（３６２４）２５６６

東 京 都 墨 田 区 向 島 ２ － ２ ２ － ５ ＴＥＬ Ｏ３（３６２４）４３３１㈹

ＦＡＸ． ０３（３６２４）２５６６

東 京 都 墨 田 区 向 島 ２ － ２ ２ － ５ ＴＥＬ．０３（３６２４）４３３１㈹

ＦＡＸ． ０３（３６２４）２５６６

茨 城 県 土 浦 市 虫 掛 東 ３ ７ ０ ６ － １ ＴＥＬ Ｏ２９（８２３）７３７１㈹

ＦＡＸ
．
０２９（８２３）０５２８

東 京 都 豊 島 区 要 町 ３ － ３ ６ － ８ ＴＥＬ Ｏ３（３９５５）８１４１㈹

ＦＡＸ
．
０３（３９５５）８１５２

東 京 都 豊 島 区 要 町 ３ － ３ ６ － ８ ＴＥＬ Ｏ３（３９５５）８１４１㈹

ＦＡＸ
．
０３（３９５５）８１５２

東 京 都 豊 島 区 要 町 ３ － ３ ６ － ８ ＴＥＬ Ｏ３（３９５５）８１４１ ㈹

ＦＡＸ
．
０３（３９５５）８１５２

東 京 都 東 久 留 米 市 八 幡 町２－１３－ ２９ ＴＥＬ Ｏ４２４（７５）５５５０㈹

ＦＡＸ
．
０４２４（７５）２４９０

東 京 都 東 久 留 米 市 八 幡 町 ２ － １ ３ － ２９ ＴＥＬ Ｏ４２４（７５）５５５０㈹

ＦＡＸ
．
０４２４（７５）２４９０
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電設資材総合卸商社

ヤマト電機株式会社
取扱商品… 照明器具、 電線、 電線管及び付属、 配線器具、 高｛因王配電機器、

謝 扱 びコンクリート製品、 情 髄 儲 鰻 共聴機器、空調 換気・

送風機器、 環境機器その他

千葉営業所

本 社

東 営 業 所

中 央 営 業 所

さいたま営業所

武蔵野営業所

渋 谷 営 業 所

足 立 営 業 所

所 沢 営 業 所

川 ロ 営 業 所

府 中 営 業 所

練 馬 営 業 所

北 営 業 所

武蔵村山営業所

城 南 営 業 所

大 田 営 業 所

相模原営業所

朝 霞 営 業 所

城 東 営 業 所

横 浜 営 業 所

大 阪 営 業 所

福 岡 営 業 所

市場開発営業所

ハウジング営業所

〒２６伽００２８ 千葉県千葉市中央区新町 ２２－２０

ＴＥＬ Ｏ４３－２３８－０１１１ ＦＡＸ Ｏ４３「２３８－０１３３

〒１７９－００７４ 東京都練馬区春日町 ２－１４－８

ＴＥＬＯ３－３９７０－６４１１ ＦＡＸＯ３－３９７０－６４１４

【 営 業 所 】

東 京 都 荒 川 区 東 日 暮 里 ２－４５－７ 正Ｌ Ｏ３－６８６３ｒ２１１１ ＦＡＸ Ｏ３－６８６３－２１１２

東 京 都 練 馬 区 春 日 町 ２－１４－８ 正Ｌ Ｏ３－５９８７－５２１１ ＦＡＸ Ｏ３－３９７０－５１３０

埼玉 県さ い た ま市 南区 曲 本１－１－３２ 旧．０４８－８６６－１２１１ ＦＡＸ Ｏ４８－８６４－２３４８

東京都 武蔵野市 西久保３－２６－５ 正ＬＯ４２２岳 ４５１１ ＦＡＸＯ４２２「５５－６２１３

東 京 都 目 黒 区 中 目 黒 ４－１５－７ 正Ｌ Ｏ３－５７７３－６４１１ ＦＡＸ Ｏ３－５７７３弓４１５

東 京 都 足 立 区 梅 島 ２－２２－１０ 正Ｌ Ｏ３「３８５２「５３１１ ＦＡＸ Ｏ３－３８５２－５４００

埼 玉 県 所 沢 市 緑 町 ２－１５－３ 正Ｌ Ｏ４２－９２８ｒ４５１１ ＦＡＸ Ｏ４２－９２８ｒ４５０９

埼 玉 県 川 口 市 新 井 町 ２５－２１ 正Ｌ Ｏ４８－２２７－５４１１ ＦＡＸ（》４８－２２７－５４１５

東 京 都 府 中 市 府 中 町 ３－３－１０ 正Ｌ Ｏ４２－３６９－６５１１ ＦＡＸ Ｏ４２－３６９－５０８０

東 京 都 練 馬 区 高 野 台 ２－４－１４ 正Ｌ Ｏ３・３９９〔ト７５１１ ＦＡＸ Ｏ３－３９９６崎５６１

東 京 都 北 区 上 十 条 ４－２０－７ 正Ｌ Ｏ３ｒ３９０５－７５１１ ＦＡＸ Ｏ３－３９０５－７７７８

東 京 都 武 蔵 村 山 市 神 明 ４－１２２ 正Ｌ Ｏ４２－５６３ヨ５１１ ＦＡＸ Ｏ４２－５６３」７５１７

東 京 都 世 田 谷 区 桜 上 水 １－６－３ 旧，０３「５３７４ｒ３４１１ ＦＡＸ Ｏ３－５３７４一８８１８

東 京 都 大 田 区 池 上 ４－１５－１６ 正Ｌ Ｏ３－３７５２－４５１１ ＦＡＸ Ｏ３－３７５２－４２５５

神 奈 川 県 相 模 原 市 千 代 田 ７－１３－８ 正Ｌ Ｏ４２－７６９－４１１１ ＦＡＸ Ｏ４２－７６９－５０６９

埼 玉 県 朝 霞 市 田 島 １－１７－３ 正ＬＯ 欄 ｒ３７１１ ＦＡＸ（》酬 ５６→３４６０

東 京 都 江 戸 川 区 篠 崎 町 ４－２７－９ 正ＬＯ３－３６９８－７２１１ ＦＡＸ Ｏ３－３６９８弓２⑩

横 浜 市 神 奈 川 区 三 ツ 沢 上 町 ６－６ 正Ｌ Ｏ４５－３１６－６１１１ ＦＡＸ Ｏ４５－３１６－６１９６

大 阪 市 都 島 区 内 代 町 ４－３－２１ 正Ｌ Ｏ６－６９５８－３８１１ ＦＡＸ Ｏ６－６９５６－１１１５

福 岡 市 中 央 区 大 名 ２－１０－３１－３０５ 正Ｌ Ｏ３－３８２４－４５１１ ＦＡＸ Ｏ３－３８２８喝４５１

東 京 都 練 馬 区 春 日 町 ２－１４－８ 丁巳一〇３ｒ３９７０－６７１１ ＦＡＸ Ｏ３≒３９７σ一６７３４

東 京 都 目 黒 区 中 目 黒 ４－１５－７ 正ＬＯ３－５７２４－４６１１ ＦＡＸ Ｏひ５７２４－０１０７
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燦 東京都文京区

スズデン株式 会社

ＳＵＺＵＤＥＮ ＣＯＲＰＯＲＡＴＩＯＮ

湯島２丁目２番２号

Ｌ ８１ ９
，
２３０．００ ０ 円

昭 和２３年 ５月

昭 和２７年 １２月

３月３１日 （年１回）

４０７ 名 （平 成１５ 年３月３１ 日 現 在）

●

， 覧

癒 シＵ ＫＡＳＱ Ｕ Ａし鵬ｒ７

旧《 Ｎ《 Ｇ【Ｍ嘩Ｎ τ

００１

二

” ．
一

１． 制 御 機 器 の 販 売 お よ び 輸 出 入 業 務

２
． 自 動 制 御 装 置 の 販 売、 設 計 な ら び に 請 負 工事 お よ び 輸 出 入 業 務

３．情 報 通 信 シ ス テ ム 機器、 情 報 の 処 理、
情 報 提 供 サー ビ ス お よ び こ れ ら

に 関 連 す る ソ フ トウ ェ ア の開 発、 販 売 な らび に 貸 借

４． 電 子 機 器 な ら び に 電子 部 品 の 販 売 お よ び 輸 出 入 業 務

５
． 電 気 計 器 な ら び に 計 装 機 器 の 販 売 お よ び 輸 出 入 業 務

６．電 気工 事材料の販売およ び輸 出入業 務

７
． 空 調機 器 の販 売 お よ び 輸 出 入 業務

８。 通 信 機 器の 販 売、 輸 出 入 お よ びリ ー ス業 務

９． 事 務 機 器 の 販 売 お よ び輸 出 入 業 務

１０
．
上 記 各 号 の 物 品 の 中 古品 の 販 売

１１， 電 気 工 事 業

１２
．
電 気 通 信 工 事 業

１３
． 機 械器 具 設 置 工 事 業

１４． 産 業廃 棄 物 の 収 集 お よ び 運 搬 業務

１５
．
不 動 産 の 売買、 交 換、 貸 借 こ れ ら の 仲介、

１６． 上 記 に 附 帯す る 一 切 の 業 務

所 有、 管 理 お よ び利 用

部

審

一

１
２

営

営

繋
第
第
警
・
妾

電
中
中

足
干

圏郁酋

業 所

業 所

業 所

藁 所

ネッ トワーク ソリュー ション 販 売 課

フィ ー ビ ジネ ス 嘗 業 所

“
営
営
営
細

欝
玉

川
浜
欝

材

村

鵬
埼
立
横
電

“

域

薗

広

〒 １ １ ３・Ｏ Ｏ ３ ４

〒 １ １ ３－０ ０ ３ ４

〒 １ ２ １・０ ８ １ ６

〒 ２ ６ ０・ＯＯ Ｏ ｌ

〒 １ １ ３－ＯＯ ３ ４

〒 １ １ ３－００ ３ ４

東京 都文京 区湯島２・２ぞ
東京 都文京 区湯島２－２ぞ

束 泉 都 足 立 区 樋 島 ２ －７・１ ５

千 葉 県 干 葉 市 甲 央 区 都 町 ２－２ ３－１２

東 京 都 文 京 区 湯 島 ２－２－２

栗 京 都 文 京 区 湯 厨 ２－２ ぞ

丁 ＥＬ ． ０ ３・３ ８ １ ４ ６ ２ ３ １

Ｔ ＥＬ ； ０ ３－５ ８ ０ ２－９ ５ ６ １

Ｔ εＬ ｌ Ｏ ３・３ ８ ４ ８ ４ ４ Ｕ

ＴＥ Ｌ ｌ Ｏ ４ ３・２ ３ ２・３ ３ ６ １

丁Ｅ Ｌ ｌ Ｏ ３・５ ６ ８ ９－８ ０１ ８

ＴＥ Ｌ ： ０ ３－５６ ８ ９－８ ０５ ３

ＦＡ Ｘ ： ０ ３－３ ８１ ５－５４ ６ ６

ＦＡ Ｘ ｌ Ｏ ３－５ ８０ ２ ・３４ ９ ６

ＦＡ Ｘ ． ０ ３・３ ８４ ９ －５ ２ Ｑ ７

Ｆ Ａ Ｘ ： ０ ４ ３－２３ ２－６ ４ ２ ３

Ｆ Ａ Ｘ ： ０ ３・５ ８ ０ ２・３ ４ ９ ６

ＦＡ Ｘ ： ０ ３－５ ８ ０ ２・３ ４ ９ ６

業 所 〒 ３ ３０ －０ ８ ５ ２

業 所 〒 １８ ５・Ｇ Ｏ ３ ５

業 所 〒 ２４ ０ ・０ ０ ５ ２

埼玉県 さい たま市大 宮区大 成町１－４３４

東 京 都 国 分 寺 而 西 町 ５－１ ０－３

神奈 川県 横浜市保土ケ谷区西谷 町６８８・１

ＴＥ Ｌ ： ０ ４ ８・６ ６ ４・０ ３ ７ ４

ＴＥ Ｌ ： ０ ４ ２－５ ７ ７・１ １ ４ １

ＴＥ Ｌ ： ０ ４ ５・３ ８ ２－８ ４ ０ ０

Ｆ Ａ Ｘ ： ０ ４８－６ ６ ５・２ ５ １ ６

Ｆ Ａ Ｘ ： ０ ４ ２・５ ７ ３－２８ ２ ４

Ｆ Ａ Ｘ ： ０ ４ ５－３ ８ １・８８ ８ １

禦 …綴
鞍
…

北

仙

郡

東

東

東

大

ソ

Ｍ

立

北

隈

〒 １ １ ３・０ ０ ３ ４ 東 泉 都 文 京 区 湯 島 ２－２－２ ＴＥＬ ： ０ ３－３ ８ １ ４・６ ２ ３ ５ Ｆ Ａ Ｘ ： ０ ３・５ ８ ０ ２－３４ ９ ６

粟 京

所 〒 ０ ２ ４－Ｏ Ｏ ９ ４

所 〒 ９ ８ ３・０ ８ ５ ２

所 〒 ９ ６ ３・０１ １ １

岩 手 県 北 上 市 本 通 り ４・２・１ ２

冨城県 仙台 市宮 城野区 掴岡３・９－２０
福島県 郡山而安 積町荒 井字南大 部２６－３ ポナンザビル１０１

Ｔ ＥＬ ： ０ １ ９ ７・６ ５－６ ４ ７ １

Ｔ ＥＬ ： ０ ２ ２・２ ９ ５・８ ９ ８ １

１「ＥＬ ： ０ ２ ４ ９ ４ ７－６ ８ ６６

Ｆ Ａ Ｘ ： Ｏ ｌ ９ ７・６ ５・６ ４ ７ ５

Ｆ Ａ Ｘ ’ ０ ２ ２－２ ９ ７・３ ５ ６ ２

ＦＡ Ｘ
．
０ ２４ －９ ４ ６－７ ０ ０ ４

鎚
慧
義
轟

棄

・

至

Ｃ

非

。
・

東

東

東

大

ソ

Ｍ

立

二

甲

■都麓

業 所 〒 １ １ ３－Ｏ Ｏ ３ ４ 東 京 那 文 京 区 湯 島 ２・２－２ Ｔ ＥＬ ： ０ ３・５６ ８ ９－８ ０ ０ ５

業 所 〒 ｎ ５・００ ４ ５ 栗 京 部 北 区 赤 羽 ３－２ ２・６ ＴＥＬ ｌ Ｏ ３－３５ ９ ８－３ １ ８ ０

業 所 〒 １ ４４ －０ ０ ５ ２ 東 京 都 大 田 区 蒲 田 ４－２ ２・３ 住 友 主 命 蒲 田 ビ ル ７ Ｆ ＴＥ Ｌ ： ０ ３－３７ ３ ７－９ １ ３０
業 所 〒 ３ ３１・０ ８ １ ２ 埼 玉 県 さ い た ま 市 北 区 宮 原 町 ３－３ ７６ ・１ サ ン フ ィ ー ル 大 宮 宮 原 ３ ０ １ ＴＥＬ ： ０４ ８・６ ６ ５－０ ９ ５ １

一 担 当 宮 業 所 〒 １ １３－０ ０ ３ ４ 東 京 都 文 京 区 湯 島 ２－２－２ ＴＥＬ ： ０ ３・５ ８ ４ ２－２ １ ９ ０

菓 所 〒 １ １３－Ｏ Ｏ ３ ４ 東 京 都 文 京 区 湯 島 ２・２ ・２ Ｔ ＥＬ ： ０３ －５ ６ ８ ９・８ ０ ２ １

業 所 〒 １ ８ ５ ｛〕０ ３ ５ 栗 奈 都 国 分 寺 市 西 町 ５・１ ０－３ Ｔ ＥＬ ： ０ ４ ２ －５ ７ ３・２ ８ ２ ２ユ ー タ ウ ン 嘗 業 所 〒２２９－１１０３ 禅奈川 県相 模原 市傭 本６４－１５ 構本 嶋崎ビル４Ｆ ＴＥＬ：０４２７００－２５２２
藁 所 〒 ４ ０ ０・０ ０ ４ ６ 山 梨 県 甲 府 市 下 石 田 ２－７－１ ０ Ｔ ＥＬ ： ０ ５ ５－２ ２ ６ ４ ５ １ １

Ｆ Ａ Ｘ ： Ｇ ３・５ ６ ８ ９－８０ ６ ５

Ｆ Ａ Ｘ ： ０ ３－３ ５ ９ ８・３１ ８ ５

Ｆ Ａ Ｘ ： ０ ３・３ ７ ３ ７－９１ ３ １

Ｆ Ａ Ｘ ： ０ ４ ８－６ ６ ５－０９ ６ ６

Ｆ Ａ Ｘ ： ０ ３－５ ６ ８ ９・８０ ６ ５

Ｆ Ａ Ｘ ： ０ ３－５ ６ ８４ ・７６ １ ７

Ｆ Ａ Ｘ 、 ０ ４ ２・５ ７ ３－２ ８ ２ ４

ＦＡ Ｘ ： ０ ４ ２・７ ００ －２ ５ ６ ６

ＦＡ Ｘ ． ０ ５ ５－２ ２６－４ ８ 】 １

一

簾

業

｝

業

業

業

桀

業

一
業
業

兜

・
膳
営
桀
・

曇

讐
・

ギ

・

鍵

Ｆ

桑

●

Ｆ

営

鶏

営

葉
田

営

浦
立
田
山
橘

嵩
・
。

躍

・
千
成
柏
・
土
日
太
小
前
融
横
厚
沼
加

子

闘

爾

オ

薗 都 圏 Ｃ Ｓ 営 業 所 〒 １ １ ３・００ ３ ４ 東 京 都 又 京 区 湯 島 ２－２・２
ダ イ レ ク ト 営 棊 所 〒 １ １ ３ ００ ３ ４ 東 京 都 文 京 区 湯 島 ２－２－２

丁Ｅ…Ｌ Ｏ ３・５ ６ ８ ９－８ ０ ４ ６ ＦＡ Ｘ ： ０ ３・５ ６ ８９－８ ０ ６ ５

Ｔ ＥＬ ： ０ ３・３ ６ ３ ５－８ １ ２ ８ ＦＡ Ｘ ： ０ ３－３ ６ ３５－８ １ １ ０

業 所

業 所
所

〒 ２ ６ ０－ＯＯ Ｏ １

〒 ２ ８ ６・０ ２ ２ １

〒 ２ フ ７－０ ８ ３ ２

干葉県 干葉市中 央区都 町２ぞ３－１２
千葉県 富里市七 栄１２１曹１
千 葉 県 椙 而 北 棺 ３・５・４ 日 暮 ビ ル １ Ｆ

Ｔ ＥＬ ｌ Ｏ ４ ３．２ ３ ３－７ ２ １１

Ｔ Ｅし
．
０ ４ ７ ６－９ １・３ ５ ２１

Ｔ ＥＬ ： ０ ４・７１ ６ ５－８ ７ ５１

ＦＡ Ｘ ｌ Ｏ ４３・２ ３３－７ ２ ６ ６

ＦＡ Ｘ ： ０ ４ ７ ６ ・９ レ ３ ５ ２ ０

ＦＡ Ｘ ： ０ ４ －７ １ ６ ６－２ ５ ６ ８

所 〒 ３ ００－Ｏ Ｏ ４ ８

所 〒 ３ １６－０ ０ 】 ５

所 〒 ３ ７３・０ ８ １ ３

所 〒 ３ ２３・０ ０ ２ ９

所 〒 ３ ７１－０ ８ ５ ７

茨 城 県 土 浦 市 田 中 １・ ト ４

茨 城 県 日 立 市 金 沢 田」 １・１４ －１ １

群 馬 県 太 田 市 内 ヶ 島 町 ２０ フ４ メ ゾ ン ・ ド・コ ン コ ル ド１ Ｆ

栃 木 県 小 山 南 城 北 ２・１ ２－１

群 馬 県 前 僑 市 高 井 町 １－２ ９－７

ＴＥ Ｌ ： ０ ２ ９－８ ２ ２・２ ｉ ６ １

ＴＥＬ ’ ０ ２ ９ ４－３ ６・Ｏ Ｏ ２ ３

ＴＥＬ ： ０２ ７ ６ ４ ５－６ ３ ５ ６

Ｔ ＥＬ ： ０２ ８ ５－２ ３－１ ７ ２ ３

丁ＥＬ ： ０２ ７－２ ５ ４・２ ４ １ １

ＦＡ Ｘ Ｏ ２ ９－８ ２ ２・０ ６ ０ ５

Ｆ Ａ Ｘ ｌ Ｏ ２ ９ ４・３ ６－３ ８ ８ １

Ｆ Ａ Ｘ ： ０ ２ ７ ６・４ ５ ４ ６ １ ４

Ｆ Ａ Ｘ Ｏ ２ ８ ５－２ ５－４ ４ ２ ５

ＦＡ Ｘ ： ０ ２ ７・２ ５ ４－２ ４ ９ １

所 〒 ２ ４ ０－０ ０ ５ ２

所 〒 ２ ４ ３・０ ０ ３ ２

所 〒 ４ １ ０－０ ８ ３ １

禰 奈川 県横浜市 保土 ケ谷区 西谷 町６８８・１

神 奈川 県厚本市 恩名４５９・１ ０Ｍビル２Ｆ
静 岡 県 沼 津 市 市 場 町 ８・１５

Ｔ ＥＬ Ｏ ４ ５－３ ８ ２・１ ６ 目

Ｔ ＥＬ ： ０ ４ ６・２ ２ ５・６ ８ １ １

Ｔ ＥＬ ： ０ ５ ５・９ ３ ２・８ ３ ９１

ＦＡ Ｘ 二 〇 ４ ５・３ ８ １－８ ８８ ２

ＦＡ Ｘ ’ ０ ４ ６－２ ２ ５・６ ８１ ６

ＦＡ Ｘ ； ０ ５ ５・９ ３２・８ ５３ ０

オ ム ロ ン 第 τ 営 業 所 〒１１３・００３４
オ ム ロ ン 第 ２ 営 業 所 〒１１３・ＯＯ３４
オ ム ロ ン Ｓ Ｅ 課 〒 １ １ ３－０ ０ ３ ４

中 翻 讐 繕 一 麗
松 本 営

棄 京 都 又 京 区 湯 島 ２－２・２

東 京 都 文 京 区 湯 島 ２－２・２

東 京 部 文 京 区 湯 島 ２・２・２

Ｔ Ｅし ０ ３・５ ６ ８ ９－８ ０ ６４

ＴＥ…Ｌ ： ０ ３・５ ６８ ９・８ ０ ６４

Ｔ ＥＬ ： ０ ３・５ ６８ ９・８ ０ ６４

ＦＡ Ｘ ｌ Ｏ ３－５ ６ ８ ９・２ ５ ７ ０

ＦＡ Ｘ ： ０ ３・５ ６ ８ ９・２ ５ ７ ０

ＦＡ Ｘ ： ０ ３ ５ ６ ８ ９－２ ５ ７ ０

業 所
セ イ コ ー エ フ ソン 担 当 讐 業 所

岡 谷 嘗 業 所

伊 那 営 桀 所

〒 ３ ９９－０ ０ ３ ３

〒 ３ ９９巳０ ０ ３ ３

〒 ３ ９ ４・０ ０ ８ １

〒 ３ ９ ６－０ ０ ２ 書

長野県松 本市大字 笹賀７５７０・９
長 野 県 松 本 市 大 字 笹 賀 ７５ ７ ０・９

長 野 県 岡 谷 市 長 地 権 現 町 ２・１ ・６ ８

長 野県伊那 用大寧 伊那７３４・６

ＴＥＬ ； ０２ ６ ３－８ ６．３ １ １ １

Ｔ ＥＬ ： ０２ ６ ３・８ ６ ・３ １ １ １

Ｔ Ｅ…Ｌ Ｏ ２ ６ ６－２ ８ ・１ ５ ５ １

Ｔ ＥＬ ． ０ ２ ６ ５・７ ６・１ １ ２ １

Ｆ Ａ Ｘ Ｏ ２ ６３－８ ６－６ ０ ４ ８

Ｆ Ａ Ｘ ： ０ ２ ６３－８ ６・６ ０４ ８

Ｆ Ａ Ｘ ． ０ ２ ６ ６－２ ８曹２ １８ ７

Ｆ Ａ Ｘ ： ０ ２ ６ ５・７ ２－６ ６８ ０
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◎鍔黙軸諜

千 葉 支 店 長 白 根 典 幸
ｒ‘ 一 一－

果 泉 百Ｐ 甲 犬 込 果 ロ 」 口‘ｏ＿ 一 一 い 四 〇
層、

ＴＥＬＯ３《３８６２》１１１１ 《大 代 表》

聾 聯毛
謡
脚 ・恥

轡
３ 魍
茜 τ『 自一ニ ー 魍

一 苧鍵講鋤．幽葡醐 ㈱ ㌔
癖 ・ １ … ● １ ・

亀 も



電設資材総合卸

自 動 火 災 報 知 機 ・ 非 常 警 報 設 備 ・ 防 火 戸 設 備 ・ 防 犯 設備 ・

マ ン シ ョ ン Ｈ Ａ 設 備 そ の 他 弱 電 シ ス テ ム 〈設 計 ・ 施 工 ・ 保 守 管 理〉

＠ ＳＥＮＫＯ ＧＲＯＵＰ

株式会社

本 社、物 流セ ン ター

千葉西営業所

千葉中央営業所

東都営業所

北総営業所

旭営業所

特販営業所

関 東ＳＥ営 業 所

住設電器営業所

住宅電材販売課

東京営業部

関 東 扇 港 電 機
〒２６２－００４５

〒２６２－００４５

〒２６０－０００１

〒２７３－００３５

〒２８５－０９２７

〒２８９－２５３１

〒 ２６２－００４５

〒 ２６２－００４５

〒 ２６２－００４５

〒 ２６２－００４５

〒１０５－００１３

Ｔ Ｅ Ｌ

千 葉 市 花 見 川 区 作 新 台４－１３－１２ ０４３－２５７－４２６２

千 葉 市 花 見 川 区 作 新 台４－１３－１２ ０４３－２５７－４７００

千 葉 市 中 央 区 都 町３－２３－３ ０４３－２３１－７３９７

千 葉 県 船 橋 市 本 中 山５－２－１９ ０４７－３３４－９０３１

千葉 県印 旛 郡酒 々 井 町酒々 井１６０４－１ ０４３－４９６－２６６１

千 葉 県 旭 市 井 戸 野 宇 大 島３５９ ０４７９－６３－７６９１

千 葉 市 花 見 川 区 作 新 台４－１３－１２ ０４３－２５７－４２６２

千 葉 市 花 見 川 区 作 新 台４－１３－１２ ０４３－２５７－４２６２

千 葉 市 花 見 川 区 作 新 台４－１３－１２ ０４３－２５７－４７００

千 葉 市 花 見 川 区 作 新 台４－１３－１２ ０４３－２５７－４２６２

東 京 都 港 区 浜 松 町１－２－４ ０３－５７７７－６５５５

住友不動産東新橋 ビル６号館６階

Ｆ Ａ Ｘ

Ｏ４３－２５７－４５３０

０４３－２５７－４２６４

０４３－２３１－７６６６

０４７－３３４－９０３９

０４３－４９６－６９４０

０４７９－６３－２８２９

０４３－２５７－４５３０

０４３－２５７－４５３０

０４３－２５７－４２６４

０４３－２５７－４５３０

０３－５７７７－６５５６

〔営 業 種 目〕

放 送 設 備 ・ Ｔ Ｖ 共 聴 設 備 ・ 特 殊 音 響 設 備

親 子時計設 備・イ ンタ ーホ ン設備・ 表示機設 備

技術と信頼 の

アオパ通信株式会社

代表取締役 岩 崎 良 昭

干 葉 市 若 葉 区 桜 木 町 ５ １ １ 番 地 １ ３

電 話 ０ ４ ３ （２ ３ ２） １ ２ ２ ０ ㈹



ω

■

ヨ

で

「

而

．

「

「

ｍ

×

一

口

「

而

コ

ユ

団
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Ｏ
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「
．

画
惰 祀 ＋ 通 値＋ネ暫ト「７一〃＝ト・一 劒５Ｖリュ圏一シ目ン

情 報と通 信を顯 合してＢｔｏＢ・ＢｔｏＣのトータルネットワークソリューションを提 案します。

ｌＰソリューション
ブ ロ ー ド バ ン ド を 利 用 し たイ ン トラ ネ ット を 構 蚤 し．
コ ス ト 確 用 画 か ら総 台 的 な メ リット を 生 み 出 し ま す。

ＣＴＩソリューション
コンビュ→と通信の 蹄 を 船した ㎝。「 酬 厭 る
対 露 」 が お 客 様 の 満 足 度 を 飛 躍 的 に 向 上 さ せ ま す

。

公会 計ソリューション

ＩＰ
ＳＱ」 ＷＩＯＮ

Ｃ Ｔｌ

ＳＯ Ｌ ＵＴ「Ｏ Ｎ

Ａ Ｃ Ｃ Ｏ Ｕ Ｎ丁

ＳＯＬＵＴＩＯＮ

独立 行政 法人・特殊法 人・認可 法人 の特 有な

会 計に舎 わせてペストソリューション。 ＴＥＣＨＮｌＣＡＬ

ＳＯＬＵ丁１０Ｎ

保守／サボート
す ぺ て は ＣＳ向 上 の た め に、 ２４時 聞 対 応 の

保 守 体 朝 でき め 細 か く サ ポ ー トし ま す。

ｅ－ＮＥＴソリュー ション
Ｓよ昌吊Ｎ 企業と願客に求められる。ビジネスを紛含プロデ

ュ ー ス 。 こ れ か ら のｅ ビ ジ ネ ス の 可 能 性 を 高 め ま す。

ＷＥＬＦＡＲＥ
Ｓ Ｏ ＬＵ Ｔ｝Ｏ Ｎ

ＤＯＣＵＭ ＥＮＴ
ＳＯ」ＵＴＩＯＮ

会 福 祉ソリューション
柱 会 福 祉 法 人 の 蓋 本 シ ス テ ム 開 兜 か ら 地 堀 型

ネッ ト ワ ー ク 構 築 ま で、 ト
ー タ ル にソ リ ュ ー ショ ン し ま す

。

ドキュメントソリューション
才 フ ィ ス の 文 誓 ス タ イ ル を 草 新 ．

レ ス ベ ー バ ー と

コ ス ト 削 減 を コン サ ル ティ ン グ し 蜜 す 。

神 田 通 信 機 株 式 会 社
本 社 ／〒１０１－００４３ 東 京 都 千代 田 区 神 田 富 山 町 ２４ 番 地 ＴＥＬ（０３）３２５２－７７３１

千 葉 支 店 ／〒２６０－００３２ 干 葉 市 中央 区 登 戸３ 丁 目３番３０号 ＴＥＬ（０４３）２４１－７８５１

事 業 所 ／札 幌 ・仙 台・宇 都 宮・ 北 関 東・ 千 葉 ・立 川 ・横 浜 ・名 古 屋・京 都・ 大 阪 ・福 岡

ホーム ベーシ
’
Ｕ Ｒ Ｌ ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｋａｎｄｔｃｏｊｐ

／



エネルキ㌔と情報 の 機 能をしなや か に力 強く

私 たち は、ヱネル
ギーと情 報 を伝 える 電 線、ケー

ブルの 専 門 商 社

一般材料から最先端の新素材まで幅広く、心の通うサービスで豊かな暮らしと

産業発展のお役に立っております

新しい世紀を拓く、藤長電気

藤長電気株式会社

東 関東支 店 千 葉市中 央区栄 町４２－１１日 本企業 会館７階

電 話 ０４３－２２３－６６３１（代 表）

本社 東京 都干代 田区 神 田小川 町１－２風 雲堂ビル３階

電 話 ０３－３２５１－２１１１（代 表）
関西 支店 大阪市 中央 区高 麗橋４－３－７北ビル７階

電 話 ０６－６２０９－８３７０

横 浜営 業 所 横 浜市 西 区高島２－１９－１２スカイビ朋７階

電 話 ０４５－４４２－０３６６

北 関東 営業 所 栃木 県宇都 宮市 東宝 木町９－２２

電 話 ０２８－６２３－７１１１

韓

璽

離ｉ毒

礁 轟 譲・

撫羅
⑳ 薗 罐
翼甥竪 よ購露』 ．欝 鵬，

・

譲
㎜

献

雷
蕪１

輔

話

ｏ

通

卿
銘
凋

９

府

口麟

凸
■
・銅

一
春

ｃｏ
合
眈的

鑑
糊

慮
罵蘇烈

・一 難
、

懸翻

灘騨
東 京支店（０３）５６８４－３４１１ 大 阪支 店｛０６）６７６５・０２２１

横 浜支店（０４５｝８２８－０１３５ 福 岡支 店｛０９２）４４１・４３５４

名古屋支店（０５２）３２１－９５２１ 千葉営業所（０４３｝２５６・４４４１



。。卜
・ 鋼

卿 一クの相互コン 物 ンみ．

ＮＴ Ｔ 特 約 販 売 店 ・日 立 ・ 松 下 特 約 店

デ ジタ ル 交換 機 ・ デ ジ タ ル ボタ ン 電 話装 置 ・ Ｆ Ａ Ｘ・ コ ー ド レ ス オ フイ ス シ ス テ ム ・

コ ー ド レ ス ホ ー ム テ レ ホ ン ・ 各 種 電 話 機 器 ・ ワ ー プ ロ ・ パ ソ コ ン ・ オ フ イ ス コ ン ピ ュ

ー タ ー ・ 通 信 ・ 情 報 機 器 の 販 売 ・ 設 計 ・ 据 付 ・ 保 守

⑪ 欝纈宮川電気通信工業㈱
容（０４３）２２ ５・１ ３１ １（大代表）

千葉市中央区院内１－２－１ＦＡｘ（０４３） ２ ２ ２・１ ３ ３ ０

ＡＶ＆セキュリティシステム

織麟 膿。ｍ

！ｈｆｏ ｍ ａｔｉＯ ｈ

＄ ｙｓセｅ ｍ

ホー ル音 響システ ム

オ ートアナ ウンスシステム

同 時通 訳システム

防災用葬常放送設構

百 貨店 放 送 設備システム

ヘッドエンドシステム

テレビ 共聴システム

ナ ースコール システム

インターホンシステム

インフ ォメー ション シ ステ ム

Ｅ ｄ ｕ ｃ ａｔｉ◎ め

Ｓ ｙｓｔｅ ｍ

ＡＶ講 義 システム

ＬＬシ ステ ム

ビデオライブラリーシステム

校内 告知テ レビシステム

テレビ会 議 システ ム

＠共服信電設株盤紅
設計／施工／管理

Ｓ ｅ ｑ ｕ ｒｌｔｙ

β ｙｓｔｅ ｍ

監 視カメラシステ ム

センサーシステム

自 動 通報システム

入 室管 理システム

本 社 棄奈 都世 田谷 区代 沢４－１－２

〒１５５－００３２ ＴＥＬ Ｏ３（３４肇３）５５１５ ㈹）

ＦＡＸ Ｏ３（３４１９》０７８８

千葉（営）千 葉 県千 葉市 中 央区 末広 ５－１１－ ５

〒 ２６ ０－０ ８３４ τ
’
Ｅ し ◎ ４ ３（ ２ ６ ６｝４１ ２ ０

ＦＡＸ Ｏ４３｛２６６》２８４０
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、１７物匪 一
。７レー カー はブラ ツイン気 の ワンタッチ擢 続

・鮒曙劇は纏込式■子の揮用で締鱈 儲 不饗一
・分厳ブ レーカー の 帽は従 来のＳ８の縮半 分 にコ ンパクト化一
・充電郁の■幽聖 創、蜜ることで豊皇艦向上

★ カタ ロ グをご 醜 禦 ください。

〃 鯉備蘇語会社
茂 熱 、

馬 凝 摘 ｘ ・ 、㌧ 、 く

－

｝

Ｏ

ー

｝

）

３

一

ル

ー

一

ル

ル

ー

ー

ピ

一

ー

ビ

ビ

一

←
讐
←
邸

顯
鐸
脳

昇
匿
昌

鳩

鵡
累
…苗

飾網
臨
幟
轟

大
篇
真

醜
大

寡
東
暑

累
広

擢
東

㎜譜
灘

刊
「
刊
刊
碧
刊
郭

社
郁
鶴

鄭
彊

趨
鶴

翻
撮

（０６｝６７８３－３３６１ ㈹

（０３）３３５０－０７６１ ㈹
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‘０６，６７８２－０綿１ ㈹

（０８２，２４９■Ｄ８６１ ㈹

（０９２⊃５２３騨０１３！ ㈹

（０７鋤 ８０・５６７８ ㈹

ＮＩＰＦ 酬 Ａ Ｎ ＴＥ 卜細 Ａ

Ｐ
Ｐ

み
　

７ ’ｒ

興
襲

脚
継 ， 團 が品質奄保証
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２０ＫＵ⊥（ＵＬ・２０）
２０ＫＵ囎Ｍ（ＵＭ．２０）
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２０ＫＵ・ＡＷ（ＵＷ・２０）

ステン レスタ イブ 有り

議難 ６

腿

』

”

ア

棚

蓬

鋤

隔

事

…
川

陰

了 鳶
＿まマ ゆ層

ｉｒ 篭
．

、

ぽ賛
一
轟 麹

験 竃
て ぞ

リ ア やサー

Ψ

タ

● ＢＳ・１１０度 ＣＳ

アンテ ナ

Ｂｌ
＿・
Ｃ ８ Ｓ ９０１

（ＣＳＢＳＡ■９０）
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自動 火災報知設備 設計・施工

各種 排 煙設 備・テ レ ビ共聴 設備・ 放送設備

その他 消防設備

‘石藍■唱「 辱 餐 千葉県代理店

難 千 歳 防 災 社
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ＴＥＬ Ｏ４３（２１４）５６８５・ＦＡＸ Ｏ４３（２１４）５８１７

本 社：千葉県山武郡成東町富ロ６７４
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騙 園 國 圃

第２１号の機関紙の発刊にあ たり、 御多忙中の折、 たくさんの御寄 稿そして御協力い

た だ き、 誠に 有 難 う ござ い ま し た。 心 よ り 厚く 御 礼 申 し 上 げ ま す。

今 年 は、 い く らか 景 気 も 向 上 し明 る い ニ ュー ス が あ り ま し た。

２月 の トリ ノ オ リ ン ピ ック で は、 荒 川 静 香選 手 （イ ナ
バ ウ アー） が 見 事、 金 メ ダル

を 受 賞 し ま し た。 ８ 月 の 全 国 高 校 野 球 は、 逆 転 の 多 い 面 白 い 試 合 が 多 か っ
た が
、

中でも早稲田実業の斉藤佑樹投手の 「ハンカチ王子」 は、 さわやか さが少なかっ た現

世 に 一 風を 醸 し 出 し た。

「王子」 と云 え ば、 秋 篠 宮 家に 待 望の
「悠 仁」 様が ご誕 生 さ れ ま し た。

世 の 中、 こ の 様 に 明 る いニ ュ ース は、 い い で すネ ！

次 号 も、 体 験 談、 人 生 観、 趣 味、 旅 行 等 の 楽 しく お も しろ い 会 報 誌 に した い と 考 え

て お り ます の で、 皆 様 か らの 気さ く な
ご意 見、 ご感 想 を お 待 ち し て お り ま す。

（山本勝生）
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